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t〔iめは

本報告書は,太田第2土地区画整理事業地域内における都市計画道路朝日町

仏生山線の建設に伴い,平成 5年・7年の2次に分けて実施された発掘調査の

成果をまとめたものであり,「太田第2土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告 第 2冊」として刊行いたします。発掘調査の結果、弥生時代の濤

や自然旧河道,中世～近世の建物・滞・土坑等の多数の遺構が検出されました。

特に注目すべき遺構としては, 3・ 4工区に確認された石垣の残る濤が挙げら

れます。この濤は,その規模・方向・石垣の存在から当該地域に比定されてい

る『佐藤城Jの堀跡であると考えられ,貴重な資料が明らかになりました。

本報告書が,高松市の歴史の解明に学問的な貢献を果たすとともに,文化財

に対する関心と理解のための一助となるように念じ,広 く活用されることを願

っています。

最後になりましたが,発掘調査から出土品の整理・報告書の刊行にあたり格

別のご理解とご尽力を賜りました関係者 。関係機関に厚くお礼申し上げる次第

であります。

1999年 3月 高 松 市 教 育 委 員 会

教育長  山 口 寮 式





例    言

1.本報告書は,大田第 2土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第二冊で,キ
モンドー遺跡の報告を収録 した。

2.本遺跡の所在する地域の小字名は「唐紋胴」であり,本来は遺跡名もこの文字を使 うべ き

であるが,非常に難解な文字であるため「キモンドー」 とカタカナで表記する。

3.発掘調査地並びに調査期間は,次の通 りである。

高松市伏石町1,100番地他

第 1次調査 1993年 8月 4日 ～11月 30日

第 2次調査  1995年 9月 7日 ～10月 31日

4.発掘調査および本報告書の作成にあたっては,高松市教育委員会が主体 となり,文化部文

化振興課文化財専門員 山本英之が担当し、末光甲正 。中西克也 (讃岐文化遺産研究会)が
補佐 した。

5。 本報告書の執筆は,目 次で示 したように第 1章第 1節・第 2章・第 5章 を山本,そ の他 を

中西が行った。

6.出土遺物ならびに図面 。写真類は,当 教育委員会において保管 している。

7.本調査に関 して,以下の業務を業者委託発注により実施 した。

発 掘 調 査 第 1次  大通土建株式会社

第 2次     ク

航空写真測量 第 1次  国際航業株式会社

第 2次  アジア航測株式会社

遺物写真撮影 西大寺フォト

8。 発掘調査及び遺物整理・本報告書刊行にあたって,下記の関係諸機関ならびに方々から貴

重なご教示 。ご指導を得た。記 して厚 く謝意を表す ものである。 (敬称略、順不同)

香川県教育委員会

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

石上英一 (東京大学)   金田章裕 (京都大学)  木原淳幸・丹羽佑― (香川大学 )

高橋学 (立命館大学)  外山秀― (皇學館大學 )

松田重治 (仏教大学学生) 王姿美 (香川大学学生 )



9。 本報告書における表記および記述に関する凡例は,以下の通 りである。

(1)図 の縮尺は原則として次の通 りである。

遺構一調査区設定図 :1/1000  遺構配置図 i1/400  附図 :1/200
掘立柱建物 :1/40    住居 :1/40     土坑 :1/20, 1/40
溝 :1/20、 1/40,1/100、 1/200    旧河道 :1/80,1/100
井戸 :1/40

遺物一土器 :1/4    石器 :1/2   木製品 i1/2, 1/4, 1/8
瓦 :1/4

例外のものも含め,各各にその縮尺値を明記する。

(2)本報告書で使用する遺構略号は次の通 りである。

SB 建物    SD tt    SE 井戸     SH 住居

SK 土坑    SP 柱穴   SR 自然旧河道  SX 性格不明遺構

(3)遺構番号は調査時に設定 した番号を廃棄 し,整理段階で新たに番号を付けた。

(4)遺物観察表は本文中に実測図とセットで掲載する。

(5)遺物観察表中の表記方法は次の通 りである。

1 土器の法量の中で ( )を付けているのは残存値である。

2 色調が内外面 とも同じ場合には外面のみ表記する。

3 陶磁器は釉 と地の色調を表記する。釉の記載がない場合は透明釉である。

4 土器胎上の粒子表記の基準

微砂 :非常に細かい 細砂 :0,511ull以 下  粗砂 :0,5～ l llull 細礫 i l lluxl以 上

(6)遺物番号は遺構毎に付ける。

(7)遺物実測図中のスクリーントーンは朱塗 り。赤漆・黒漆を表す。

(8)本報告書で用いる高度値は海抜であり,方位は磁北を示す。

(9)本報告書の第2図「周辺遺跡分布図」の作成にあたり、国土地理院発行1/25000地形図

「高松南部」を使用した。
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第 1章 査 の 経 緯 と 経 過

第 1節  調査の経緯

キモンドー遺跡は高松市伏石町1,100番 地他に位置し,大田第 2土地区画整理事業の中で整

備が進められている都市計画道路朝日町仏生山線の予定地にあたる。

太田第2土地区画整理事業は,1987年 2月 2日 の香川県都市計画審議会による都市計画決定

を受けて,1988年度から実施されている。事業区域は高松市街の南郊約 6 kmの 田園地帯で,林 ,

木太,太田,多肥の4地区に及ぶ360。 3haは全国有数の事業規模である。この地域には,一般

国道■号高松東道路ならびに四国横断自動車道の建設が予定され,こ れによる急速な市街化が

予想されるため,路線沿線の市街化ならびに都市基盤整備を計画的に進める目的で事業計画が

なされたものである。

この地域によらず,それまで高松市域の平野部は周辺の丘陵部に比べて周知の埋蔵文化財が

極端に希薄な遺跡の空白地帯であった。そこで,高松市教育委員会では1986年度に国庫及び県

補助事業として区画整理事業地を対象として F高松市太田地区周辺遺跡詳細分布調査事業』を

実施し,広範な遺物散布地と二十数基の塚跡等を確認した。

この間に,太田第 2土地区画整理事業地に含まれる高松東道路予定地77,000ド については,

市施行の区画整理事業と密接な関わりを有するという理由で,高松市教育委員会が発掘調査を

担当することが建設省,高松市,高松市教育委員会の三者間で確認され,調査の準備が進めら

れていったが,区画整理事業に関わる埋蔵文化財の取 り扱いについては公式な協議はなされな

かつた。しかし,1988年 8月 に松縄町の都市計画道路工事中に天満 。宮西遺跡の不時発見を見

たため,改めて土地区画整理事務所と協議の結果,道路工事に先立って発掘調査を実施した。

そして1990年度からは,「太田第 2土地区画整理区域内試掘調査事業」として埋蔵文化財調査

補助金の交付をうけ,都市計画道路予定地を中心に工事前に試掘調査を行い,埋蔵文化財が確

認された場合は事業者の負担によって事前調査を実施するように取り扱いを定めた。

区画整理事業関係の埋蔵文化財調査は1996年 3月 までに6遺跡の調査を終了し,都市計画道

路に関わる調査をほぼ終了した。整理作業は1998年度から開始 し,区画整理事業の完了が予定

されている2003年 度を調査報告書完了の目途として順次実施の予定である。

第 2節  調査の経過

1.発掘調査の経過

キモンドー遺跡の発掘調査に先立って,1992年 9月 25日 ～11月 5日 にかけて高松市教育委員

会によって試掘調査が 3回 に分けて実施された。試掘調査は トレンチ方式を採用し,道路予定

地のほぼ境界付近に路線に沿った南北方向の トレンチを掘削 し,平面ならびに土層観察によっ

て遺構の有無を判断した。その結果,全ての トレンチにおいて濤・土坑・自然旧河道・中世城

郭の推定地割に対応する溝状の落ち込み等が確認された。

以上の試掘調査の成果を検討 した結果,調査 した全域を埋蔵文化財包蔵地と認め,細かな調

査対応が必要であると考え、工事請負方式で調査を実施することとなった。

調
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発掘調査は,1993年 8月 から11月 にかけて第 1次調査が実施され,1995年 9月 から10月 にか

けて第 2次調査が実施された。調査面積は3,460ドである。調査区域は現有道路・水路によつ

て大 きく4区 に分けられ,北側より1工区～ 4工区と仮称する。第 1次調査の範囲は 1～ 3工

区,第 2次調査は 4工区である。

第 1次調査は,排土作業の都合により北端の 1工区と2工区を同時に開始 し, 8月 19日 ～ 9

月 3日 までに2工区を終了 し,濤・土坑 。柱穴を検出した。 1工区は10月 1日 までに終了 し,

弥生時代後期の溝・土坑,近代の出水が検出された第 1面 とその下位に弥生時代中～後期の自

然旧河道が検出された。10月 2日 に 1・ 2工区の航空写真測量を行った。 3工区は10月 7日 ～

11月 30日 までの約 2ケ 月の期間を要 し,中世～近世の濤・土坑・建物等の多数の遺構が検出さ

れた。11月 24日 に3工区の航空写真測量を行った。

第 2次調査は 9月 7日 ～10月 31日 までの約 2ヶ 月にわたつて行われ,中 ～近世の滞・土坑が

検出された。

以下に調査 日誌を揚げて,調査の詳細について報告する。

調 査 日 誌  (抄 )

1993年

8月

現況測量を行い,安全柵等を設定 し,調査準備を整える。同時に調査区東側に調査事務所を

設置 し,発掘器材等を搬入する。

19～ 25日  1・ 2工区において重機による表土掘削を行う。

26～ 30日  1工区の遺構検出を行い,自 然旧河道 。濤・土坑 。出水を確認する。 2工区の側

濤を堀 り,遺構検出を行う。その結果,濤・柱穴 。土坑を確認する。

31日    2工 区の濤・土坑を掘 り下げる。

9月

1～ 3日  2工区のS D10。 ■の調査を行い,SD■ より多量の陶磁器・瓦・加工材が出土

した。 SD7～ ■の上層図を作成する。 1工区の南東隅を掘 り下げる。

6～ 10日  1工区のSDl～ 5を 掘 り下げ,土層図を作成する。南西隅に確認された石組み

の出水を掘 り下げる。

13～ 17日  1工区の溝を完掘 し,平面図を作成 し,完掘写真を撮影する。出水の掘 り下げを

続けるが,湧水が激 しく難行する。 S R01を掘 り下げる。

20日    S D03。 S E01の上層図を作成。 S R01を掘 り下げる。

24・ 25日  S D03・ S E01を完掘 し,平面図を作成 し,写真を取る。 S R01を 掘 り下げて多

量の上器が出土する。その遺物は実測・写真撮影 して取 り上げる。

27～ 29日  S E03の 石組みを実測 し,写真を取る。 S R01を掘 り下げる。 S K01を調査。

30日    雨のため調査は中止。

10月

1日    S R01は 完掘 し, 1・ 2工区の航空写真の準備をする。

2日    1・ 2工区の航空写真測量

4～ 7日  1工区の東壁土層図, S E03の 実測・写真をとる。 2工区 S Dllの遺物を取 り上

げる。 3工区は重機による表土掘削を始める。
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12～ 15日  3工区の表土掘削を終え,遺構検出を行う。

18～ 22日  S D16の 上面にS B03～ 05を 検出する。 S B03は 1× 2間の建物であり,S B04

は礎石を長方形に配する建物である。S B05は 石列であり,周辺に瓦が散乱してい

る。 S B03～ 05の 実測し,写真を撮る。

25～ 29日  S B04・ 05の 実測。 S D16の 掘 り下げを始める。

11月

1～ 5日  S D16を 掘り下げる。 2段の石垣を検出する。

9・ 10日  S D16は 完掘し,石垣の実測を始める。 S D17の調査を始める。

15～ 17日  S D17～ 27,S B01・ S H01～ 04を 調査し,上層図と平面図を作成する。

19日    S K09～ 14・ 16～ 18,S D28の調査

22～ 23日  S K16の 上層図・遺物出土実測図を作成し,完掘する。航空写真測量の準備。

24日    3工 区の航空写真測量を行う。

25・ 26日  S D28の 平面図を作成し,瓦 を個々に番号を付け取 り上げる。 S D16の底面を掘

り下げ,写真を撮る。 S D16石 垣の実測図,S D27の 実測図, S H01～ 04の 実測図

を作成。

29・ 30日  S D16石垣の実測。 3工区東壁の土層図を作成。 S D16に 囲まれた内側を掘 り下

げる。その結果,集石・海を検出し,下駄が出土する。

1995年

9月

現況測量を行い,安全柵等を設定し,調査準備を整える。第 1次調査の3工区に調査事務所

を設置する。

7～ 20日  重機による表土掘削を行う。                、

21・ 22日  昨日の雨により崩落した調査区東壁の復旧と補強を行う。

25～ 29日  S D16の 南側の石垣と裏込めの栗石を検出する。

10月

2～ 6日  S D16の 調査,濤・土坑の調査を行い,平面図を作成する。

9～ 13日  S D16の 調査 し,北側の石垣を栗石を検出する。

23日    S D16の 石垣・栗石の平面図の作成を始める。航空写真測量の準備。

24日    航空写真測量

25～ 30日  S D16の 石垣・栗石の実測。

31日    S D16の 石垣 。栗石の実測を終了する。

2.整理作業の経過

整理作業は,1998年 8月 から始める。 9月 末までに出土遺物の水洗と注記作業を終え,10月

下旬で遺物の復元作業を終え,遺物台帳の作成 と実測の選定作業を行う。■月から1999年 1月

にかけて遺物の実測・ トレース・挿図の作成を行う。 2月 末に割 り付け 。原稿の執筆を終える。
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第 2 地 理 的 ・ 歴 史 的 環 境

第 1節  地理的環境

高松平野は,香川県のほぼ中央にあり瀬戸内海沿岸に位置する沖積平野で,西 を五色台山塊 ,

南を日山,上佐山,東を立石山,雲附山等に遮られており,南北約20km,東西約16kmを 測る。

平野の境界を画する低位山塊及び屋島,紫雲山等の独立山塊は,偏食の容易な花尚岩層 (三

豊層群)が風化偏食に抵抗の強い安山岩層に覆われたことによって偏食解析から取 り残されて

形成されたメサまたはビュートと呼ばれるもので讃岐ののどかな田園風景の象徴の一つである。

高松平野には,西から本津川,香東川,春 日川,新川といった河川が北流しているが,中で

も香東川が平野の形成にもっとも大きな影響を及ぼしており,現在の春日川以西の大部分は香

東川によって形成された沖積平野といわれている。

現在石清尾山塊の西を直線に北流する香東川は,17世紀はじめの河川改修によって人工的に

開削されたもので,それ以前には現在の香川町大野付近から東へ分岐した後,石清尾山塊の南

側を回り込んで平野中央部を東北流するもう一本の主流路が存在していた。この旧流路は,現

在では水田及び市街地の地下に埋没してしまっているが,空中写真等から,林町から木太町ヘ

かけての分ケ池,下池,長池,大池,ガラ池を結ぶ流路等数本の旧河道が知られており,発掘

調査によつてもその痕跡が確認されている。なお,17世紀の廃川直前の流路は御坊川としてそ

の名残をとどめている。

これらのため池は,年間1000耐前後と降水量に乏しい讃岐平野において農業用水確保のため

に不可欠のものであるが,林,多肥地区周辺では扇状地末端部に当たることから,ため池に加

えて出水 と呼ばれる自噴地下水脈の利用が盛んで,両者を併用した特徴的な配水網と厳格な水

利慣行を伝えてきた。しかし,昭和50年 の香川用水の通水によって,こ の一帯は三郎池の受益

範囲に取 り込まれ,農業用水確保の不安が払拭された反面,大池,長池等のため池が三郎池の

子池となり,地元水瀕を核とした水利慣行が急激に消滅するとともに,ため池や出水の水源自

体もその役割を失いつつある。

第 2節  歴史的環境

高松平野では,石清尾山古墳群,高松市茶臼山古墳などを初めとする丘陵部の古墳の状況に

ついては比較的早くから知られていたが,平地部では天満遺跡など二,三が知られるのみで長

く遺跡の空白地帯となっていた。しかし,昭和60年代に入つて高松東道路建設,大田第 2土地

区画整理事業,空港跡地再開発などの大規模プロジェクトに伴い埋蔵文化財の確認調査ならび

に事前発掘の件数が増大したことによって遺跡数は飛躍的に増大しつつある。また新たな遺跡

の発見とあわせて,香東川の旧河道が平野の形成に大きな影響を及ぼしていた事実も次第に明

らかになってきた。今後,未確認遺跡の把握と保護に加えてこれまでの調査成果を時間的,空

間的に結びつけて高松平野の歴史環境の変遷を復原する作業が新たに必要になってきている。

高松平野で最古の遺跡は旧石器時代に遡る。平野縁辺の低丘陵部で久米池南遺跡 (東山崎町),

雨山南遺跡 (三谷町)等の遺跡が知られるが,いずれも表採や混入によると見られる状況を示

立早
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す。中間西井坪遺跡 (中 間町)では高松自動車道の事前調査によってAT火山灰層上層からナ

イフ形石器が出土している。

縄文時代では,大池遺跡 (木太町)で草創期と見られる有舌尖頭器 2点の表採が報告されて

いる。また,近年平野部の発掘調査によって縄文晩期を中心とした遺跡出土例の増加が特筆さ

れ,林 。坊城遺跡,浴 。松ノ木遺跡,浴・長池遺跡,浴 。長池Ⅱ遺跡,井手東 I遺跡,井手東

Ⅱ遺跡,居石遺跡,上天神遺跡等を数えることができる。これらの多くは旧河道等の堆積から

遺物の出土が確認されたものであるが,井手東 I遺跡では,地表下約70clnか らアカホヤの堆積

層が確認されており縄文中期の高松平野の形成過程をうかがうことができる。

弥生時代前期に移ると,天満・宮西遺跡,松縄下所遺跡,大池遺跡,空港跡地遺跡,宮西・

一角遺跡,浴 。松ノ木遺跡,浴 。長池遺跡,浴・長池Ⅱ遺跡,弘福寺領田図北地区比定内遺跡

等が挙げられる。浴 。長池遺跡,浴 。長池Ⅱ遺跡,弘福寺領田図北地区比定内遺跡ではこの時

期に10ド前後の方形に整然と区画された水田面を検出しているが,それ以外では遺物廃棄 (埋

納)土坑や河川堆積の包含遺物など遺物を中心とした確認例が多 く,集落などが明確に把握で

きている事例は見られない。

中期になると,平野部では浴・長池遺跡,浴・長池Ⅱ遺跡,井手東 I遺跡,多肥松林遺跡で

住居跡,周濤墓等を伴う集落の一部が調査されているが,規模・密度は総じて希薄である。ま

た,中期後半になると久米池南遺跡など平野縁辺部や丘陵上に高地性集落が営まれる。

弥生時代後期になると遺跡は数,規模共に爆発的に増加し,平野部では上天神遺跡,天満・

宮西遺跡,凹原遺跡,空港跡地遺跡のように十数棟の住居跡と大量の廃棄土器を伴う集落の他

に大田下須川遺跡,蛙股遺跡,日 暮・松林遺跡,井手東 I遺跡がある。丘陵部では,香川県の

弥生後期の標識遺跡として著名な大空遺跡が平野東部に存在する。

古墳時代では,こ れら弥生後期の遺跡のうち上天神遺跡,凹原遺跡,空港跡地遺跡が古墳時

代初頭に至るまで集落が存続することが知られており,大田下須川遺跡では古墳時代中期の集

落を検出している。さらに生産関連の遺跡としては浴・松ノ木遺跡の水田跡,三谷三郎池の須

恵器窯跡,中間・西井坪遺跡の上師質陶棺焼成土坑が知られ,古墳時代金般を通じて集落・生

産遺跡の遺跡数は希薄である。このことは古墳の造営が全市域的に盛んであるのと対照をなし

ており今後古墳の造営母体となるべき集落域の解明が重要な課題となるものと思われる。

古墳の分布状況を概観すると,発生期と考えられる諏訪神社墳丘墓,鶴尾神社 4号墳を皮切

りに,石清尾山塊では猫塚,石船塚等の積石塚から成る石清尾山古墳群,三谷地区では小日山

1・ 2号墳,前 田地区では高松市茶臼山古墳,下笠居地区では横立山経塚古墳等が築造され ,

その後ほぼ古墳時代全期間を通じて地域単位で断続的に展開している。

石清尾山古墳群では頂上部の尾根筋を中心とした前期の積石塚の築造が途絶えて100年以上の

断絶を経た後,南 山浦古墳群,浄願寺山古墳群等の盛り上の群集墳が爆発的な盛行を見るし,

三谷地区では小日山 1・ 2号墳に続いて割竹形石構をもつ全長88mの前方後円墳である三谷石

船古墳,直径42mを測り周濠を巡らせる円墳の高野丸山古墳が中期に,そ して後期には平石上

2号墳,矢野面古墳,犬の馬場古墳,石船池古墳群といった古墳につながって行 く。前田地区

でも同様に高松市茶臼山古墳に続いて,前期から中期にかけての茶臼山古墳群,諏訪神社古墳 ,

後期の久本古墳,小山古墳,山下古墳,瀧本神社古墳,岡 山小古墳群,平尾古墳群といった古

墳が引き続いて築かれている。

また,鬼無地区では前期末から中期初頭と見られるかしが谷 2号墳をはじめとして組合式の
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土師質陶構を出上した中期前方後円墳の今岡古墳,巨石積みの横穴式石室を主体部にもつ古宮

古墳,平木 1号墳等からなる神高池古墳群へと続いている。なお,先述の土師質陶棺の焼成坑

を検出した中間・西井坪遺跡は本津川沿いに鬼無地区の上流にあたり,西山崎町の本尭寺北古

墳でも埴輪円筒棺の出上が伝えられており,本津川を介した物資や情報の流通が想像できる。

屋島地区でも,瀬戸内海を見渡す丘陵上に位置する長崎鼻古墳をはじめ浜北古墳群,中筋古

墳群,金比羅神社古墳群、東山地古墳群などが知られている。未調査で時期の確定を見ないも

のも含まれるが,平野周辺部の地域単位よりもなお閉鎖性の強いであろう島嶼部の古墳群とい

う点で,ま た生産基盤としての耕作地をもたないという点においても注目される地域である。

古代では条里遺構と古代寺院跡が注目される。浴 。長池遺跡,浴・松ノ木遺跡,浴・長池Ⅱ

遺跡,井手東 I遺跡,蛙股遺跡,上天神遺跡,四原遺跡,松縄下所遺跡,空港跡地遺跡,宮西

・一角遺跡等で条里界線にあたるとおもわれる遺構を検出している。遺構の多くは古いもので

も平安時代から鎌倉時代,多 くは近世以降の遺物を含み一般に条里の施行期とされる奈良時代

とは時期的に隔たっているが,海の存続期間と遺構としての埋没時期の関係など,検討すべき

多くの問題をはらんでいる。

中でも,松縄下所遺跡は現地表面の条里とは10数メートルずれた位置にありながら地表条里

と同方向の道路側薄状の遺構を検出し,時期 も7世紀代にまで遡り得るなど高松平野の条里施

行に関わる可能性がある重要な遺跡である。また,浴・長池Ⅱ遺跡の条里界線も旧郡界線にあ

たる部分に幅 6mの間隔で道路側溝状の濤が並行 し,空港跡地遺跡亀の町地区においても現在

の畦道の延長として幅 3～ 4mの道路側海状の並行滞が検出されており,12世紀代の遺物が出

上している。その他道路に関しては三谷町の南海道推定線上で河岸段丘の崖をおよそ 6m幅で

開削して切通 し状に斜面を形成したと思われる痕跡が確認されており,南海道に関連する遺構

の可能性が考えられる。

古代寺院跡では宝寿寺跡,山 下廃寺,下司廃寺,高野廃寺,拝師廃寺,坂田廃寺,多肥廃寺 ,

勝賀廃寺などが知られている。伽藍配置などの具体的な様子の判るものはないが一様に瓦の散

布が見られる。宝寿寺跡,下司廃寺では塔礎石が現存し,坂田廃寺,高野廃寺では建物礎石が

転用材として散布 している。また,坂田廃寺では過去に金銅釈迦誕生仏の出土を見たほか最近

の調査で背後谷斜面から坂田廃寺に瓦を供給 したと見られる片山池 1号窯跡が確認された。

これら寺院跡の中のいくつかは地域単位の後期古墳群の分布と一致する傾向が強いことから,

古墳時代後期から古代への転換期に地域単位の造墓集団が寺院建築への転向を図つたものと考

えられる。坂田廃寺が所在する香川郡坂田郷には,日 本霊異記にも在地の綾氏の話としての説

話が伝えられており早くから仏教の受容が進んでいたことを示している。

中近世以降では,東道路関連の俗・長池遺跡,浴・松ノ木遺跡,弘福寺領讃岐国山田郡田図

北地区比定地等で,旧河道が埋没していく過程の凹地に小規模な区画の水田面が検出されてお

り,そ の後現在に至るまで連続して水田層の堆積が見られることから,こ の時期までに現在の

地形環境がほぼ形作られていたことが推測される。また,東山崎・水田遺跡,川 南遺跡では春

日川の氾濫による洪水砂層上に営まれた近世集落跡や耕土層が発掘され,豊富な木製品が発見

されているほか,現高松市美術館の紺屋町遺跡でも近世の陶磁器や木簡が出土し,玉藻町の高

松城束ノ丸跡でも寛永年間の東の九造営以降の石垣や建物礎石の遺構が出土しみ往時の城下町

の一端を窺うことができる。
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1 キモンドー遺跡

2 西ハゼ・土居遺跡

3 天満・宮西遺跡

4 松縄下所遺跡

5 境日・下西原遺跡

6 大池遺跡

7 弘福寺領関係遺跡

8 上天神遺跡

9 太田下・須川遺跡

10 蛙服遺跡

潮

11 居石遺跡

12 井手東 Ⅱ遺跡

13 井手東 I遺跡

14 浴 。長池Ⅱ遺跡

15 浴 。長池遺跡

16 浴・松ノ木遺跡

17 林・坊城遺跡

18 凹原遺跡

19 日暮・松林遺跡

20 多肥松林遺跡 (新設高校)

第 2図 周辺遺跡分布図 (S:1/25.000)

21 多肥松林遺跡 (高松土木)

22 松林遺跡

23 多肥廃寺

24 北原遺跡

25 多肥宮尻遺跡

26 下池遺跡

27 池ノ内遺跡

28 -角遺跡

29 宮西・一角遺跡

30 空港跡地遺跡
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第 3章 調

第 1節 調査区の位置

調査区は,道路建設に伴う発掘調査であるため南北方向に細長 く設定

され,全長は約200m,幅 20mを測る。調査対象地の総面積は約3,460ぜで

ある。 1工区と2・ 4工区の間には東西方向の現有道路・水路があり,

さらに地元で「キモンドーさん」と呼ばれている祠が鎮座 しているため,

調査は実施されなかった。また,2・ 4工区と3工区の間には東西方向

の現有道路があり,未調査である。 3工区の東接 して蓮池の堤防がある

ため 3工区の幅は約13mに狭 くなっている。

本遺跡は高松平野のほぼ中央に位置し,高松平野に数多 く存在する溜

池のひとつである蓮池に西接する。現況は, 1工区南端と4工区に建物
。住宅が建っていたが,それ以外は水田であり,南から北方向にゆるや

かに傾斜して低 くなっている。 4工区南端の標高は11.51mであり, 1工

区北端は10.17mである。ただし,4工区は周囲の地表より低 くなってお

り, 2工区との比高差は約80cmを測る。

1工区は本遺跡の北端に位置する調査区であり,南側には建物があっ

た。その北側には用水路が北東方向に流れ,一段低い水田がその用水路

に沿って帯状に存在 し,その位置が調査結果の自然旧河道と合致してい

る。北側は広い水田である。 1工区の西側南寄りの所に電柱が立ってい

るため,安全性を考えて 4× 7mの範囲は掘削していない。標高は北側

の水田で10。 17m,低い水田で9.99mを 測る。

2工区は本遺跡の中央に位置する調査区であり,東側の用水路を境に

4工区と接する。北側には「キモンドーさん」の祠がある。現況は南端

の狭い水田と広い水田の2枚の水田である。標高は南側の水田で10。 69m

北側の水田で10。 84mを 測る。

3工区は本遺跡の南端に位置する調査区であり,最 も広い面積の調査

区である。現況は 5枚の水田であり,その標高は南端から■.51m・ ll.

41m・ ll.38m・ 11.29m・ 11,15mを 測り,南から北にゆるやかに低 くな

っている。調査区中央やや南寄 りの位置で住居跡が検出されたため,調
査区域を南北に約15m・ 東西約 3m拡張 している。

4工区は2工区の東側に位置し,本遺跡のほぼ中央である。現況は,

前述したように3軒の住宅が建っており,その標高は10。 00mを測り,周

囲より約80cm低 くなっている。北側には現有の用水路があり,東側には

道路があるため,調査区の幅は狭 く,特に南端になるにしたがい非常に

狭 くなっている。遺構確認面が深 く,調査時に東壁の一部が崩落したた

め,補強措置を行った。

査

４
　
正
　
区

２
　
工
　
区

３
　
工
　
区
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第 2節 遺構 と遺物

1.1工区

1工区は本遺跡の北端の調査区であり,南北方向の全長は約45m,東西幅は約19mを 測る。

東壁の南側は現有用水路があるため湾曲しており,調査区南端の幅は約13mである。調査区中

央の南北軸座標値はX=-145.590,東 西軸座標値はY=-51.250で ある。

土層の堆積状態はほぼ水平堆積をなしており,上層より現水田耕作上 。床土と灰黄色シルト

質極細砂 (近世の条里型水田)が全域に堆積している。その下に褐灰色シルト質極細砂が部分

的に見られる。調査区中央より南側にある自然旧河道の土層堆積は後述する。

第 I面

キhい。

キ
亀
写

螂
一

十Ы脚

0      10m

第 4図  1工区遺構配置図 (S:1/400)
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1) 弥生時代

l海
S D01(第 5～ 8図 )

調査区中央やや南寄 りにおいて検出された濤であり,S R01が埋没 した後に作 られているこ

とからS R01よ り後出の遺構である。

確認面のレベルは標高9。 35m前後である。濤の方向はN-80° 一Eを 示 し,ほ ぼ直線である。

検出された全長は11.00mを測 り,幅 は1.25mで ある。確認面からの深さは15cmを 測る。掘 り込

みは非常に緩やかであり,断面は浅いU字形を呈す。溝の西端では南側の掘 り込みが消滅して

いる。底面は平坦であり,そのレベルも同じである。

濤底面の東端においてほぼ直線上に打ち込まれた杭が 6本検出された。杭の検出された範囲

は2.50mであり,そ の方向は濤 と同一である。杭は西端を除き,やや斜めに打ち込まれている。

間隔は20cm前後と60cm。 95cmで ある。

)    2m

―第 5図 S D01 平面図 (S:1/100)

A9.500m

1明褐灰色シル ト買細砂

(7.5Y R7/1白 灰色砂 を少量含む)

第 6図 S D01 断面図 (S引 /40)

C
D

C9,500m

第 7図 S D01 杭列平 。立面図 (S:1/20)

ノ

Ψ

ヂ

lm

○

け

-12-



出土遺物 遺物としては数点の弥生土器片 と6本の杭,加工材があるが,土器は細片であり

図化することはできなかった。

l～ 3は杭の基部を欠損する。 1は先端部を全方向より明瞭に加工 し, 2～ 6は 1方向より

加工 し, 4～ 6は基部 も加工 している。 2～ 5は樹皮が残存 してお り,樹皮の残存 しない 6も

含めて桜 と考えられる。

―○ ―○―○

一〇
―○ 一〇

LI

ー

0           10Cm

番号 器 種 全長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cln) 重さ(g) 材  質 特 徴

1 杭 (325) 木 先端部は全方向より明瞭に加工する。

2 先端部は 1方向より加工する。樹皮残存。

3 24× 26 先端部は1方向より加工。枝払い。樹皮残存。

4 先端部は1方向より加工。樹皮残存。

5 先端部は 方向、基部は全方向より加工する。

6 26 6 先端部は 方向より加工する。

7 加工材 板材。板 目。

第 8図  S D01出土遺物 (S:1/4)
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S D02 (第 9・ 10図 )

調査区のほぼ中央において検

出された濤であり,S D03,05
を切っている。しかし,こ れら

の溝はほとんど時間差はないと

思われる。

確認面のレベルは標高9,60m

前後である。海の方向は基本的

に東西方向であるが,西端 と東

端においてほぼ直角に曲がつて

いる。検出することができた全

長は約21.70mを 測り,その幅は

30～ 70cmで ある。深さは25cmで

あり,断面はU字形を呈する。

底面のレベルは南から北に若干

下がつている。

出土遺物 遺物は数点の弥生

土器片のみであり,細片のため

図化することはできなかった。

S D03 (第 11図 )

調査区のほぼ中央において検

出された溝であり,S D02に切

られ, S D04を 切っている。南

端近 くに出水状遺構 S E01が検

出される。

確認面のレベルは標高9.70m

前後である。濤の方向は,若干

湾曲しているがN-66° 一Eを示

す。検出できた全長は約24.50m

幅は40～ 70cmを 測る。深さは10

cmで あるが, S E01の 南側では

16cmと なり,底面の中央が少 し

高 くなっている。北側の底面の

レベルは同じである。断面はU

字形を呈する。

S E01は長軸3.20m,短軸 1.

50mを測る不整な楕円形を呈す

る。最深部は54clnを 測る。

出土遺物 遺物は数点の弥生

第 9図 S D02 平面図 (S:1/100)

A9.700m

1明掲灰色ンルト質細砂
(7.5Y R 71 Foを 者干含む)

2 1層+灰白色砂層
(7.5Y R7/1+7.5Y3/1)

0           50cm

第10図  S D02 断面図 (S:v20)
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A91900m

C9.900m

第11図  S D03・ 04 平・ 断面図 (S:1/40.1/100)
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土器片のみであり,細片のため図化することはできなかった。

S D04 (第 11図 )

調査区のほぼ中央で検出された濤であり, S D03に 切られている。

確認面のレベルは標高9.80m前 後である。検出できた全長は7.20m,幅 10～ 20cmを 測る。深

さは 5 cmで ある。断面はU字形を呈する。平面形はほぼ直角に曲がっている。底面のレベルは

ゆるやかに北に下がつている。

出土遺物 遺物は数点の弥生土器片のみであり,細片のため図化することはできなかった。

S D05 (第 12・ 13図 )

調査区中央東寄 りにおいて検出

された濤であり, S D02に 切 られ

る。北端にS E02が検出された。

確認面のレベルは標高9。 25～ 9.

65mで ある。溝の方向はN-10°

一Eを示 し,ほ ぼ直線である。検

出できた全長は10.50m,幅 は20～

70cmを 測る。深さは 1～ 40clnで あ

る。掘 り込みはやや急傾斜であり,

U字形を呈する。底面のレベルは

北方向に若干下がつている。

S E02は S D05の北端に位置 し

直径1.75mを 測る円形を呈する。

掘 り込みは緩やかで底面は狭い。

最深部の深さは60cmを測る。一段

高い所の深さは56cmで ある。

出土遺物 遺物は弥生土器壺 (1)

石鏃 (2),その他の弥生土器片であ

る。

1 明褐灰色シル ト質細砂 (7.5Y R7/2 Feを 合む)

2 掲灰色ンル ト質極細砂 (7.5Y R4/1)

3 黄灰色シル ト質極細砂 (2.5Y6/1 ンル ト質細砂を含む)

4 灰黄色粗～細砂 (2.5Y7/2 ンル ト質細砂を者干含む)

5 灰白色狙～細砂 (2.5Y7/1)

6 黒褐色ンル ト質極細砂 (10Y R3/2 細砂.小石を含む)

第12図  S D05 平・断面図

0       1m

(S :1/40. 1/100)

E9,700m F

斡

0           1ocm

|

-

0         5 cm

A9,700rn

番号 器 種

法  量(m)
形 態 手 法 の 特 徴

色 調
胎   土

日経 雖 器高 外 内

ユ 弥生土器  壼 内外面ともに摩滅 鈍tllrER(75釈 γ4) 石英.長石.角 閃石

器 器 種 全長 (cI) 最大幅 (cll) 最大厚 (cm) 重さ(g) 材 質 特 徴

石  鏃 サヌカイト 凸基式 全面ていねいな調整。断面六角脇

第13図  S D05出土遺物 (S:1/4,1/2)
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第14図  S R01 平西i図 (S :1/100)
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器 器 種
法  量(dl)

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
口径 雌 外 内

ユ 弥生土器  壷 (71) 口縁部はゆるやかに外え 内外面に浅い凹線。ナえ 鐵   (10YR6/4) 石英、長石、角閃石

2 (83) 浅い凹線、ヘラによる押圧文。内呻 ナ九 鈍褐(7 aR5/4) 鈍い褐(751R6/3)

3 (103) 口縁部ほヨコナデ。頚部外面はヘラ百Uり 後にヘラミガキ。 褐 (751R4/4)

4 (56) 日縁部は上方に拡張し、竹管文 5個。頚部は回線、刷毛目。 爛   (1045/4)

5 148) 日縁部は大きく広がる。内外面とも内 盛 仄白(25Y3/1) 庚黄(2引7ノリ 鰯 、  鰈

6 (85) 日縁端部は拡張し、刻日文。外面に刻目突帯文 3条。 購 褐(1側町 を) 節 、微～細砂

7 (07) 頚部外面は細か劇醐毛目。刷毛原体による押圧文。しぼり目。 明褐 (7 5HR「D/6) 釧い朝登(101R7/3) 石英、長石、角閃石

(111)
外厠刷毛日、原体による押圧文。内蝉 痕、ヨコナス
ヘラナデ。

蝉   (10YR6/3)

(105) 外面刷毛日、櫛状工具による押圧文。内面ナス 輪積み民 長石、角閃石

(6.3) 口縁端部に竹管文 6個。外面ヘラ押圧文。刷毛目後にナデ。 醐   (1例膨 7) 石英、長石、角閃石

11 (85) 外面に凹線 6条、刷毛日。内面は横縦の刷毛目。ヘラナデ。 灰黄褐(10X/2) 鈍黄橙(10YR7/21 長石、角閃石

(73) 外面は刷毛原体による烈点文。刷毛目。内面指頭騒痕、ナデ。 鈍羹橙(101R5/3) 石英、長石、角閃石

(77) 外面は昂J毛 日、ヘラによる刻目文。内面しはり目。指頭E痕。 鎖 橙(101R5/4)

14 (88) 9本単位の刷毛目後にヘラナス ヘラミガキ。 鐵   (1鴎/3)

(55) 外面に2条の沈線。内面しばり日、ナデ。 囀   (101R5/2) 多し要引0(10YR7/3)

(49) 外面に3条の腕 灰自(25Y8/2) 豚浮К25W7ノ9) 罠石、角閃石

第16図  S R01出土遺物 (1)(S:1/4)
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需 器 種
法  量(al)

形 態 手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
口径 ,酔 器高 外 内

弥洋十器  壷 (50) 口縁部は上下に拡張.顕部外面は扁1霊 日、亥J日 立ハ 殿 褐(10YR6/2) 石英、長石、角閃石

(66) 外面は痛」毛目後にヘラミガキ。内面は指函圧痕後にナデ.

(25) 口縁部に朱塗り。外面ナス 内面ヘラミガキ。

(38) 口縁部は大きく拡張、ヨコナデ。内面ヘラミガキ。

200 (55) 口縁部は拡張、刻目支。外面ナデt内面ヘラミガキ 引い挙島(10YR5/4) 鈍黄褐 (101R5/3)

(61) 日縁端音Ыよ、刻目文。外面ヘラ削 り後にナデ、内面ヘラ削 り 鈍詫  (10YR5/3) 鈍蓋褐 (101R6/3)

23 146 (54) 日縁部は拡張、竹管文。外面に腕 醜 灰黄褐 (101R5/2)

別 (20) 口縁部は拡張し、竹管文。浅い凹縄 鈍黄褐 (101R5/4) 石英、長石、角F/g石

(27) 鈍黄褐(10YR6/3) 長石、角閃石

26 (34) 飩翻  (10YR5/4) 石英、長石、角閃石

27 (26) 日縁音Ыよ拡張し、 6個 1組の竹管文を6組ゎ ヨヨナ九

300 (69) 大型の壺お口縁部に円形浮文。外嗣刷毛目、内面ナ為 鈍誨橙(1硯R7洛 )

3118 (30) 大型の重ら口縁部に刻目文。内外面ともヘラミガキ。 灰黄褐 (1011R5/2) 鈍黄栓 (101R5/3)

30 (25) 大型の重。日縁部は拡張 し、綾移伏の刻目文。 微～馳 。粗砂

28 0 (21) 口縁部外面、日縁部内面に竹管文。 褐色 (101R4/4) 石葵、長石、角関石

32 1 口縁端部に刻目文。内面に刻目貝占付突帯文。 4個の孔。 灰黄褐(10hR4/21 鈍街橙(10YR6/3) 細～紐砂、石英

第17図  S R01出土遺跡 (2)(S:1/4)
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第18図  S R01出 土遺物 (3)(S:1/4)
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(第 18図 )

器 器 種
法  量 (cnl

影 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土

口径 膝 外 内

33 殊生土器  重 日縁部に凹線。胴部外面ヘラミガキ、内面はヘラ削り 灰褐(751R5/3) 灰輩褐 (10a5/2) 石英、長石、角閃石

34 ,卜面ヨコチデt内面ナス ヘラ削り。スス付着。

日縁部は短く大きく外反し、ヨヨナデ。胴部外面ナデ。 灰責褐 (101R6/2)

口縁部外ス 外面ヘラナデ。胴部内面はヘラ百Uり 。

37 II 日縁部ヨヨナデ。胴部外面ヘラミガキ、内面ヘラ百りり。 暗褐(7 5YR3/3)

38 口縁端部ヘラナデ。胴部外面ヘラミガキ、内面ヘラ削り。 殿 (25Y6/2)

39 肩部張る。胴部外面ヘラミガキ、内噸 嵐 ヘラ百Uり 。 鈍い褐 (7 nR5/3, 鈍い褐(785/4)

40 胴部外面ヘラミガキ、ナデ。内面ヘラミガキ、ヘラ百uり 。 鈍い褐(751R5/4)

面畑かし婦畷 ・貝殻押圧文。内面ナデ。 鈍黄褐(10YR7/2) 級  (10YR6/1)

面ヘラミガキ ナデ・波状文、内面ナデ・ヘラミガキ 鈍黄褐 (1例隔だ , 鈍黄褐(10k6/4)

額銘内面指函序埴^閥都内外面ヘラミガキぃ 鈍黄褐(1045/3)

44 外面漉状文・沈線、ヘラミガキ。内面指頭圧反・板ナデ。 醐   (101R6/2) 目(7 aR3/1)

昂平な胴部心外面ヘラミガキ。内面ナデ・ヘラ肖Uり 暗灰黄(25Y5/2)

46 外面に沈線 5条。軌 鈍黄橙(10YR7/2)

外面に3条の沈線・竹管文、内面指頭圧反・ナデ・婦J毛 購 褐(101R5/2) 灰奮褐 (1側隔疱 )

48 ″  壷 外面上半刷毛日、下半ヘラミガキ。内面ヘラ削り。 餌苦褐 (101R5/3)

49 外面摩減た内面ナデ ヘラ首Jり 。輪積み嵐 鈍黄橙 (1倒鼈潟 ) 鐵   (1例 Ry4) 長石、角閃石

511 外面ヨコナデ・ヘラ百Vり 。内面しはり日・指頭圧反・ナデ。 褐(751R4/4) 石英、長石、角関石、婁母

″  /1ヽ 型 壷 (37 口縁部は短 く直立。内外面醜 鈍黄橙(10WR7/2) 昔灰 (25Y4/1) 微～細砂

外面に刻目文。内外面ナデ。 101R7/3) 黒(Ю照″1) 細秒雰量

53 内外面ヨヨナデ。内面に竹管文。 鐵   (101R5/3) 石英、長石、角閃石

54 Ю 8 苗象的な頸部6外面摩滅(ヘラミガキ)、 内面ヘラナデ。 灰黄褐(1011R5/2) 灰責褐 (10YR4/2)

外面下半ヘラ削り,ヘラミガキ。内呻 痕、指ナデ。 灰黄褐 (10VR6/2) 石莫、長石

56 1傷 2 外面ナデ・ヘラナデ・ ヨヨナデ。内面ヘラ百じり・ヘラナデ。 石英、長石、角閃石

1～ 3・ 5は ゆるやかに外反する口縁部の広口壷であり,文様をもたない。 l・ 2は浅い凹

線を有 し, 3の口縁端部は面をなす。 6は 口縁端部外面に刻目文を施 し,その下方に刻目突帯

文を 3条巡 らす。 7～ 14は 頸部外面に文様を持つものであり,外面に刷毛目を施 し,そ の後に

刷毛原体による押圧文 (7・ 8)と 櫛状工具による押圧文 (9),ヘ ラによる押圧文 (10。 13)

刷毛原体による烈点文 (12)が施される。15。 10は 口縁端部に竹管文をもつ。14は ヘラミガキ

を規則的に縦方向に施す。

17～ 32は 口縁端部を上下に拡張する。19は 口縁端部に朱塗 りされている。19～ 21は 内面に分

割ヘラミガキが施される。23～ 28。 31は 口縁端部に竹管文を有する。23～ 27は単位を持ち施さ

れるが,28・ 31は全周 している。31は 口縁部内面にも2段の竹管文がある。29・ 30。 32は 口縁

端部に刻目文を施 し,32は 口縁部内面に刻目貼付突帯文を持つ。

33～ 40は短頸広口壺である。37を 除き胴部は大きく球形に張る。

42～ 47は細顕壺である。42は外面に波状文を巡らす。43の 頸部内面は規則的な指頭圧痕が施

される。44の外面に波状文・沈線が巡 り,ヘラミガキが施される。47は 算盤珠状の胴部を呈す。

49・ 50は小型丸底壺,51・ 52は小型壺である。

54は 長頸壷であり,ほ lF直線的な顕部である。

55は 完形の無顎壷,56は台付壺の台部分であり,内外面ともていねいな調整が施される。

57・ 58は 口縁端部に刻目文を施される。

59～ 63は 無文の奏で,口縁端部はわずかに角ぼる。64～ 75の 甕は,口縁端部が大 きく上下に

拡張する。65～ 69は 大きく拡張 した口縁端部外面に非常に浅い凹線を巡らす。64・ 70。 71'73

・75は ,胴部外面に刷毛目,内面に指頭圧痕 。ヘラ削 りが施される。72の胴部外面は叩き目の

後に刷毛目が施され,下半にはヘラミガキが施される。内面の上部に指頭圧痕,下半にヘラ削

りが施される。74の外面は叩き日とナデが施されている。

76～ 94は底部である。77・ 78は低い台である。79～ 94は平底であるが,88は 若干丸底気味で

ある。88・ 89の外面は叩き目が施される。

-23-



魔零

71

器 器 種
法  量 (cml

形 態・手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
回径 名 外 内

57 A4■ L器 壺 口縁端部に押圧文。ヨヨナデ。 囀   (10YR5/21 石葵、長石、角閃石

58 230 口縁端部に刻目文。魏 灰自(10HR3/2) 石英、長石

59 口縁部 ヨコナデ。胴部外面ナデ〔内面指頭圧痕、ヘラ削 り。 明灰黄(2X/3) 石英、長石、角閃石

60 口縁部ヨコナデ。胴部外面ナデ(内面ヘラ肖Uり 。 醜   (10HR5/3) 鈍茜橙 (10YR6/3)

164 口縁部 ヨヨナデ.胴部外面ヘラナデk内面ヘラ百Jり 。 101R2/3) 9[露耐翻(ll14/4,

口縁部、胴部外面産滅お内面蝉 韓   (10YR7/3) 鋤

63 232 くの字口縁Ъ日縁部ヨコナデ〔胴部外面摩滅^内面ナデ。 麓  (2W/3) 灰責 (2W/2)
64 鈍黄褐 (101R5/3) 石英、長石、角閃石

褐(10YR4/6)

66 口縁端部に浅い凹線、ヨコナデち用部ナ汎 醐   (1側陶 ワ) 鈍首給 (101R7/2)

口縁端部は脱 摩滉 割 [所 掲゙  (51R5/4)

68 日縁端部は屈曲し、浅い巴線石 りぅ ヨヨナス ヘラミガキ。 鈍呵證(75a6/4) 鐵   (10YR7/2)

69 口縁端部は肥大し、浅い凹縄 外面ヘラナデ。内呻 黒(7硯留れ ) 螂   (10YR5/4)

70 外面は明瞭なヘラナギk内面ヘラ百Uり 。 灰白 (25Y8/1) 灰白(25Y8/2) 鰯

71 鈍離  (101R6/3) 3囲鷺褐(10YR5/3, 長石、角閃石

第19図  S R01出土遺物 (4)(S:1/4)

95は やや深い皿状の杯部をもち,口縁端部が拡張し外面に刻目文を施す。96～ 98,115は 皿状

の杯部から屈曲して立ち上げる口縁をもち,端部を拡張させる。杯部内外面とも分割ヘラミガ

キが施される。1151よ完形で,脚部に2段の孔をもつ。100,106の 脚部を除き,ゆ るやかにしっ

かり広がる脚であり,108～ ■1の裾部は大きく拡張し,凹線をもつ。117,118は 外面にヘラによ

る直線文を放射状に施す。
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器 器 種
法  量 (cl)

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
口径 器高 外 内

72 姓 齢 箋 (157) 外向タタキ後に用嘘 日、ヘラミガキ。内面刷毛日・ヘラ削 り。 鈍責橙(101R7/2) 鈍黄橙 (101M/3) 石葵、

73 (58) 口縁端鵬 、ヨヨナデ。胴部外雌 目。 褐(751R4/4)

74 (Ю 6) 外面タタキロ・ナデハ胴部内面指頭厚痕後に刷乖日、 鈍い音 (25Y6/3) 徹秒、れ砂、石真

75 (120) くの字日縄 外面刷毛日、内面刷毛日・指願圧痕・ヘラ百uり 。 鈍縮   (10HR5/3) 鈍苗烙(1阻8) 石莫、長石、

76 (18) 上げ底。競 鐵   (10ilR7/3) 灰貢褐 (101R4/2)

77 (38〕 上げ底。外面ナデ・ヘラミガキ、内面ヘラナデ。 靭     (101R5/3) ‡瞑

"天

 (10YR4/1) 石英、長石、角閃石

78 (41) 上げ底。外面ナデ・ヘラナス 内面ヘラ百Uり ぅ

79 131) 器肉薄い。外面ヘラミガキ、内面ヘラ首Uり 。底面ナデ。 黒褐 (1043/2)

80 144) ほぼ直立。胴部外面・底面ヘラミガキ。輪積み嵐 鈍黄褐 (10H/3) 褐灰 (10HR4/1)

外面ヘラミガキ小庭面板ナ元 麟   (101R4/2) 鈍黄褐 (10YR5/3)

82 (43) 底潔隠 しヽぅ麿滅する力ヽ 外面 1こヘラ首Jり お琥 るぃ 鈍い裕 (75椒ン4) 1側k>
tk9 (53) 外面ヘラミガキ。内面ヘラ首Lり 。底面 ユ方向からヘラミガキ。 黒褐 (10H/1) 10VR5/4

84 外面ヘラミガキ・ヘラナデヽ内面ヘラ百Uり 。底面ヘラナえ 鈍黄橙(lllWR7/2) 黄灰(25Y4/1)

外面ヘラ百Uり 、内面醜 蝉   (101b/4) 石英、長石多量

86 (51) 外面刷毛日、内面ナデ。庭面ナデ. 灰奮褐 (101R6/2) 韓   (10VR7/2) 細礫、石英

87 (62) 外面・底面ヘラミガキ。内面ヘラナデ。 llllb/3) 黒 (101R2/1) 石

88 54X49 145) 外面タタキロの後に刷毛目・ナデ。内面ヘラ削り。底面ナえ 灰黄(2.W/2) 、細際、石亮

89 外面タタキロ、内面刷毛日。底面ナデ。 倣    (1℃局田憩仇/1) 微～細砂、石英

90 外面歴濃 内面ヘラ肖uり 。底面指頭圧痕後にヘラナデ. 灰責(2_翻M ケ5Y3/1) 石英、長石、角閃石

(25) 醜 灰白(10HR8/1 10YR5/1) B砂

92 149) 外面ヘラ百Uり 後にナス 外面ヘラミガキ後にヘラナえ 鈍い黄(25Y6/3) 願   (25Y6/2) 手

93 Ю 8 面ヘラミガキ・ナス 内面ヘラ削り。底面ヘラナデ。 ,〔占主(2 W/2) 爛   (101R5/3) 石英、長石、角閃石

94 面ヘラミガキ・ヘ ラナデ。内面ヘラナえ 庭面ヘラHllり 、 麟   (1倒V4)
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Ⅷ

　

　

【
＾

101

114

Cm

104

番号 器 種
法  量 (cm)

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
口径 外 内

軟七土器 葛杯 (43) 口縁端部は胆厚、外面に亥J目 文。杯部は半凛伏でヘ ラミガキ。 協灰(7 5YR4/1) 褐 (1倒К滉 石英、長石、角閃石

(35) 日縁端部は外側に肥厚。梅 杯部ヘラミガキ。 1045/3)

200 (34) 口縁端部は肥厚。梅 杯部r、 ラミガキ。 褐(7 5YR4/4) 掲(7 nR4/6)

(49) 円盤娘 梅 杯部ヘラミガキ。 鈍黄橙 (10YR6/4) 拓 、角閃石

(60) 円絆充堰。杯部・脚部外面ヘラミガキ。脚部内面ヘラ削 り。 鈍茜褐 (10YR4/3) 石英、長石、角閃石

1∞ 杯部内面 脚部外面ヘラミガキ、内面しはり目 ヘラ削 り。 灰黄掲 (10YR5/2)

(106) 外面に3段の沈線、内面ヘラ削り。 3個の子しを3段。 鈍黄栓(101R7/2)

102 (73) 外面ヘラミガキ・ナデ、4条の沈線を3段。内面しはり日。

103 (33) 円盤充姫。脚部外面ヘラミガキ、内面しはり目。 鈍善府(101R6/3) 微～細砂、石

llj4 こ。脚部外面摩滅、内面しばリロ ナデ 刷毛目。 鈍費褐 (llllRy4) 石英、長石、

杯部ヘラミガキ。脚部外厠刷毛目の後ナデ。 灰黄掲(1046/2)

1∽ (72) 外面ヘラミガキ。内面ナデ・用J毛 目。 灰黄褐(104FD/2)

107 (92) 円線充堰ハ杯部ヘラミガキ。脚部外面ヘラ削り後に刷毛日。

108 (35) 印よ肥厚 し、 3条の凹線、ヨコナデ。内面ヘラ削り。 鈍歯燈(10YR6/3) 灰黄褐(1044/2)

100 (69) 裾部に3条凹線、ヨヨナデ。外面ヘラミガキ、内面ヘラ削 り。 鈍黄褐 (10YR5/3)

(47) 裾部は肥厚 し凹線。内面ヘラ削り。 lB(751R4/3) 鈍蕊

(37) 裾部は肥厚。外面ヘラミガキ ナス 内面ヘラ削り。 灰黄(25Y6/2)

(51) 外面荒ヤ婦1毛 日、内面ヘラナデ・指顕肛戻。 鈍い褐 (10YR6/3)

(65) 裾剖卿軍。外面摩滅、内面ヘラ削り。 鈍黄橙 (10VR6/4) 鈍黄桐 (10YR5/3) 石英、鳥[、 徴～粗砂

l14 (60) 外面は摩流する力学 部にヘラミガキがある。内面ヘラ再Uり 。 鈍い褐(75a5/4) 鈍い橙(786/4 己石、角閃石

円盤充娯。杯部ヘラミガキ。脚部外面ヘラ削り後ナス 内面ヘラ削り。 ,崎  (10YR7/2)

第21図
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第22図  S R01出土遺物 (7)(S:1/4)

123

需 器 種
法      量 (ω

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
目径 睡 舗 内

l16 韓 高杯 盟 0 内面ヘラ削 り̂ 2個 研 いよ未字通ぃ iVヽ 責(25Y6/3) 石

117 】 面にヘラによる直線文を施す。内面ヘラ削 り。 鷺(2M/3,
l18 144) 裾部肥厚。外面に沈線とヘラによる直線文。内面ヘラ百Uり 。 灰白伽聞陽の 細ヽ 組砂、石英、金雲母

119 (9の 外面ヘラ後副リヘラミガキ ,内面ヘラ削り。 石、タ

1211 面ヘラミガキぃ内面指ナス ナえ 1011R5/3) 1灘す()

(35) 脚 碑 灰白(2_5T3/1) 洵脅(25Y8/3) 鯵 、  緩

122 弥生土器 器台 164 (114) 外面ヘラナデ・ヘラミガキ、内面ヘラ百けり・ナデ ヘラミガキ、亀 鐵   (1045/3) 薇沙、長石、角閃石

123 盟 1 %0 ヘラミガキ、内面ナデ.8個劇 `を 2駐 ](10YR6/2) 構(5YR6/6)

lИ 120 く外反し、ヨヨナデ心体部サデ. 灰褐 (7 aR5/2)

125 比8J 蹴 外面ナス 内面 6本単位の刷毛目。 鈍黄褐(10HR5/3) 石英、長石、角閃石

126 144) 底部肥厚。内外面ヘラナデ七内面ナデ。 餓 (2_W/31 妙

127 145) 翔壁翻札 外面刷毛日、内面・底面ナえ (25艇財 翻 痛

128 円 る力Ч る。 :  5耐町しく こ、節 、級

129 り。煙覇 灰白(10YR7/1) 鈍黄橙 (16R7/4) 微～粗砂、石英

130 160) キ球ゑ 口縁部ヨコナデ七体部外面ヘラミガキ。 鈍黄橙(101R6/3) 石英、長石、角閃石

131 146) 内面・口縁部外面ヨコナデ。体郵外面ヘラナえ 鈍難  (101R7/3)

132 弥生土器 睾台 面ともていねいなナデ、 tB(7.熙It ](10YR5/3)

圏 土番 子づくれ (30) とにチデt内面指頭圧痕。外面に刺突文。 鈍貢褐 (1011R5/3) 灰貢褐(101R5/2)

194 弥牛十器  蓋 外面ヘラナデ・ナデt内面ヘラナデ。 灰黄(25Y6/21 殿 (2闊μ) 嚇

外面ヘラミガキ、内面ナデ。2個の孔残存。 鈍蓄楊 (10HR5/3) 石薬、侵石、角閃石
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137

122,123は 同一形態の器台であり,1
23は 完形である。脚部は大きく広がり,

他の上器とは異なる胎土,色調を呈する。

132は 小型の器台である。

133は手づ くね土器であり,左右不対

称な形で外面に 1列の刺突文を縦方向

に有する。

135は非常に器高の低い蓋で 2個一対

の孔を 1組残存する。

136,137は 製塩土器の脚部のみであり,

不整形な形態である。外面はヘラ削 り

を施す。

138は ほぼ直線的な胴部から口縁部に

至る形態をなすバケツ形土器である。

140,141は 弥生時代前期の奏であり,

日縁部に刻目文,外面に沈線を巡らす。

142～ 144は縄紋土器の深鉢である。

141,142は 日縁部に刻目文口縁部外面に

刻日付帯を施 している。144は押圧付帯。

145は 壼の把手である。

147～ 152は 両側に狭 りをもつ石庖丁

である。147～ 1511ま サヌカイ ト,152は

石墨片岩 ,1531ま徳島産の紅 レン片岩で

ある。147～ 151は 刃部,背部,袂 りを

両面ない し片面から細か く調整し,背

部は背潰 しを行つているものもある。

148は狭 りが大 きく入つている。

154,155は 両面から細かく調整してお

り,石鏃の可能性も考えられる。

156は 凹基式石鏃,157は平基式石鏃

で,両面から細か く調整 している。

８３

Ｒ

Ⅵ

ＩＩ

Ｈ

Ｗ
劃ナ1詢

40

142

ｐ‐ｒｉ‐ＨЧ
ｌ

爛
0¬_rTT引卜__―」匹十m

フ

〃

４４

∩
凹
④ 0         5 cm

146

番号 器 種
量 (cm)

形 態・手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
日径 解 器高 外 内

136 弥生土器 製残土器 外面ヘラ百uり ・ナデ、内面ヘラ百りり。裾部ナデ。 鈍い褐(751R5/4) 長石、角閃石

不整形な脚部6外面ヘラ削 り。 鈍い黄(25Y6/3) 石英t長石

138 弥■■器 ′ヽケツ〕 胴部外面ヘラ削り・用J毛 日、内面ナデ・刷毛目。 飩青給 (10HR7/2) 石鬼 長石、角閃石

弥生土器  垂 外面に4条の腕 灰自(25Y8/2) 石英、長石

140 322 EIM都 に刻日文ぅ胴部外面に沈線 4条、ヘラミガキ。 灰黄(25Y7/21 灰白(2削 め

330 口縁端部に刻目文。胴部外面に沈議 3条、刷毛目。内面ナ為 鈍黄橙 (lα踊海) 石莫、長志、角閃石

142 弥生土器 深 320 日唇部に刻目文。外面は条痕。日縁部外面の突帯を鑢 飩茜給 (1047/3) 甍

"慰

25品/1)

360 口唇部に刻目文。日縁部外面に刻目突帝を施す。 灰責褐 (1側踊ツ9) 灰黄褐(10YR5/2) 粗砂

14 362 簸 橙(10R7/2) llIHBk

145 弥生土器 .断面長方肱 鈍費橙(10YR6/2) 石葵、長石、角閃石

-28-

需 器 種 現在長(cl) 最大幅 (cn) 最大厚 (cll) 重さ(g) 材 質 特 徴

146 土  錘 鈍い橙(7 aR6/4)。 中央に孔を有す。

第23図  S R01出土遺物 (8)(S:1/2.1/4)
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第24図  S R01出土遺物 (9)(S:1/2)
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(第 24図 )

緒 器 種 現在長(cml 韓         (α

・
) 重さ(更 ) 材 質 特

147 捌 石廊 412 サヌカイト 半分を欠損心刃部は向回から調抵 狼 りは両面から綱かく詞 巴

148 869 両側に扶 りを持つ。刃部・背部・扶 りは両面から誰

149 60,9 ほI巧樹盗 全面は両面から調整し、胃部は背潰し

1印 73.0 7/_刃蔀は片面、背部映りは向向から調陸ぅ背部は背漬し。

147) 190 向IBlか ら調整し、背部・扶りldmし。

0,4) 38_1 石餅 君 右側を久損。調整は不明路。若子の換りを持つ。

153 140) 280 紅レン片岩 左側を久額。両面から調整し、

|

一
|

―

盗

|

辞 器 種 現在長 (cll) I惑とラ`さ

'属

 (cal) 潮 早(cal, 重さ(g) 材 質 特 敏

154 孵 7 サヌカイト 刃部を欠損。全面を調整し、両側辺は細かV・a亀
53 650 基部を欠擢.刃部、8B辺は向向から誰

156 石  鏃 瑞を欠損。蝋 両面から細かく調 巴 鵬 角。

157 先端欠損佐平基式と基部・縁辺部は同劇からIIBかく調 臨

基瓢を欠損6先端部・縁辺部は両面から細かく調基

第25図  S R01出土遺物 (10)(S:1/2)

159～ 161は用途不明な加工板であり,159は上部を欠損 し下端は細 くなっている。160は完形

であり,全面を面取 りしている。上端は切断され,下端に向かって 1方向からの鋭い加工が明

瞭に見 られる。161は L字形を呈 し側面に細長い穴が開けられる。

162,163は全面を面取 りする加工材であり,162の先端は焼かれている。163は細かく面取 りさ

れ,断面は 7角形を呈する。

164,165は 曲物の側板である。164の右側には 5個の孔があり,その 1個 には木釘が残存する。

165は 3個の孔の内で 1個 に木釘を残存する。

166～ 168,171～ 173は 板材である。166,171,172,173は 全面加工され,断面長方形を呈する。

169は用途不明瞭の加工材であり,全面面取 りしており完形である。170も 用途不明瞭の加工

材であり,上下端を切断 し,側面の一部を面取 りする。

156

‐ハゑ

‐
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0       5 cm155
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器 種 現在長 (cl) 預克フく,鼠 (cm, 騨   (cml 重さ(也 材  貿 特 徴

159 力LED 板日。右側辺は孤を描 く。円孔を有す。

160 148 板日ぅ全面を面取りし、先端を尖らす加工反がある。

整 6) 19 柾目ぉ細かい部分に狭 リカあ る。

162 力同 全面を面取り。先端部を焼く

163 全面を面取 りし、断面は7角形を呈す。

164 板 材 162) 板日、右側に孔を5個右し、 1個には木釘が残存。

板目。孔を3個有し、ホ釘が残存。

柾目。

柾目。

(51 板目。

169 力正工】才 〔目。上下面は切断、側面は面取り。紘

170 板目。上下面は切断、側面は一部面取り。

板 材 1 板日。

172 板目。完脇

173 1 柾目。下面を力巳

174 力闘 (205) ミカン割り。

175 板目。

第26図  S R01出土遺物 (11)(S:1/4)
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180

樹 器 種 現征長 (ca) 醐 罰(CEl' 弾        (Cnl' 重る(g, 711 壇 特 欲

176 力匝 材 (201 65 ミカン割り。樹浸雰雁。

177 当末 ^端部を雄いている。

178 1ヽ78 1 断面半円形。側面を焼いている。面取 り。

ミカン割り。端部を焼いている。

180 種

182

188

第27図  S R01出土遺物 (12)(S:1/2.1/4)

174,176は ミカン割 りの加工材である。177～ 1791よ丸木ないし半裁された加工材であり,一部

を焼いてヤヽる。

180～ 183は梅の種である。

2)近 世

l 土坑

S K01  (第 28図 )

調査区中央の西壁寄りの位置で検出された土坑で

あり,単独に存在していた。

確認面のレベルは標高9.40mで ある。平面形は不

整な楕円形を呈し,長軸は1.28m,短軸は0。 80mを

測る。確認面からの深さは約12cmである。掘 り込み

はゆるやかであり,底面はほぼ平坦である。底面は

隅丸長方形を呈する。

埋土は褐灰色シル ト質細砂と白灰色粗砂の2層で

あり,その堆積状態は自然堆積である。

出土遺物 遺物は数点の磁器片のみであり,細片

のため,図化することはできなかった。

③
83

(10YR5/1)

第28図  S K01 平・断面図 (S:1/4)
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灰褐色土 (白灰色砂・小石を含む)

黒褐色土 (瓦 。土器・石を多く含み、ヘ ドロ状である)

青灰色糧砂 (ラ ミナ状堆穣、落石多い)

第29図  S E03 平・断面図 (S:1/40)
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2 井戸

S E03 (第 29,30図 )

調査区の西端において検出された切石組みの井戸である。自然旧河道の西岸を掘 り込んで作

られている。調査時に北壁の一部が崩落していたのと湧水が著しく出たため,南東隅のみ底面

まで掘ったが,その他は危険であったため未完掘である。

確認面のレベルは標高9.55mで ある。井戸は長方形を呈し,東西方向の長辺は約3,00m,南北

方向の短辺は約2.20mを 測る。確認面からの深さは約2.80mである。井戸の構造は上部の切石

組み部分と下部の木粋部分からの 2種類から成っており,そ の境は標高8,00mの 位置である。

4面の内,北壁と南壁は遺存状態が良くない。最も遺存状態の良い西壁の石組みは,切石を6

段築いており, 1段 につき6個の石を使っている。木枠部分は,南壁に16枚,西壁に10枚の板

材を立て,その内側に丸木を組み合わせている。調査時には板材の間より湧水が常時出ていた。

埋土は湧水のため詳細に観察できなかったが,大 きく3層 に分けられる。上位より白灰色砂 ,

小石を含む灰褐色土,瓦,上器,石 を多 く含む黒褐色土とラミナ状堆積の青灰色粗砂である。

最下層は自然堆積であるが,上層は人為的な堆積と考えられる。

井戸の掘 り方は,地盤が砂礫層であるため非常に大きく,東西方向で約■mを 測る円形の掘

り込みである。

|          |

|                   1     3 □員
_          5

0          10cm
…
~ ~~             

】 4

船 器 種 現在長 (cll) 頂晨Eチく中嘱 (cml 最大厚 (cml 重さ(g) 材 質 特 徴

3 箸 附 4

4 聖  箱 向回漆塗 り

5 板  材 板目。両面とも擦痕が残る。
6 123) 右側の端部は切断。

_第30図  S E03出 土遺物 (S:1/4)

出土遺物 埋土中より多量の上器,瓦,木製品が出土 したが,ビニールやプラスチック,ビ
ン等の非常に新 しいものも共伴 していた。近所の方の話によると,昭和30年代 までこの井戸は

使用されていたとの事であ り,出土遺物の時期 も明治～戦後までの長期間にわたっている。

1は備前焼信鉢であ り,卸 目の間隔が狭い。

2は木製の椀であり,外面に黒色漆,内面に赤色漆が塗られている。

3は箸であ り,握 り部分の断面は正方形をなす。

4は重箱の側板であ り,内外面 ともに漆塗 りである。

5, 6,は用途不明の加工材である。 5は完形であり,内外面に細かい擦痕が見 られる。

需 器 種
▼去     量  (da)

形 態・手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
回径 底径 I 器高 外 内

] 備前焼  播鉢 1481(27) 責ナデ・内面卸日 赤 (10Y5/1) 肋

2 木 器 携 561(52)
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3) 1工 区包含層出土遺物  (第 31～ 33図 )

包含層出土遺物として報告する遺物は,S E03の 北西側で検出された上器溜 りより出上 した

遺物 (第 31図 )と 包含層出土の遺物,側濤掘削時の遺物 (第 32,33図 )である。

土器溜 りはS R01の 西岸において確認され,明確な遺構ではなく若干の凹地に土器が集中し

ていた。 S ROlと 関連すると考えられる。遺物は,弥生土器壷 (1),同甕 (2, 3),同底

部 (4～ 9),同甑 (10),同高芥 (11),その他の弥生土器片である。

1は 明瞭な稜をもって口縁部が直立し,そ の外面に変形鋸歯文が施されている。

21ま 「く」の字状口縁を呈し, 3は ゆるやかな頚部から大きく水平に広がる口縁部をもち,

口縁端部は上下に拡張する。

4～ 7は平底, 8・ 9は九底で, 8はヘラミガキ, 9は タタキが施される。

包含層出上の遺物は,弥生土器壺 (1～ 4),同底部 (5, 6),同 高不 (7～ 10),同蓋

(■),石鏃 (12),打製石庖丁 (13),須恵器蓋 (14),同杯 (15),同 斐(16),肥前皿 (17),

同碗(20),磁器(18,19,21),同壷 (22),土師質土器焙烙 (23～ 25),丸瓦 (26)である。

V

1

0          10Cm

謗 器 種
法  量 (cl)

形 態 手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
日径 睡 器高 外 内

1 弥十十器 内面ヨコナデ 刷毛日・ナデ。外面に変形鋸歯文 鈍t追(7 5YR7/4) 鈍麟礎 (10YR6/4) 石、納

2 軟生土器 口縁部ヨコナデ。胴部外面・昂J毛 目後にナデ。内面ヘラナデ。 橙Q監お ) と石、角閃石

3 口縁端銘肥厚^口縁部 ヨヨナデt胴部摩滅。内向掲鑽と民 鈍黄橙(10HR6/4) 10HR5/4)

4 弥生土器 底部 外面ヘラミガキ、内面産波。底面 1方向からのヘラミガキ。 里褐 (10YR3/1) 鈍黄褐 (101R5/3) 石英、髭[、 角閃石、雲母

5 外面ヘラ菌Uり 後にナデ(内面ヘラ削り・ナデ。底面ナデ。 黒掲 (25Y3/1) 鈍い褐(751X/4)

6 やや上げ底。外面 底面ヘラ百Uり 。 橙 (5YR6/6) 灰白(2578/2)

7 (185) 外面ヘラナデ・ナデ、内面下端卵 。外面議 鈍黄橙 (1倒昭浴) 奮灰 (25Y4/1) 石英、長石多量

8 やや期難剣鬼 外面ヘラミガキ。底面 1方向のヘラミガキ。 10YR1 7/1) 明防韓尋(nR5/6) 石英、長石、釜雲母

9 九底。外面タタキロ、内面・底盛 側 Vl) 石英、長石、角閃石

Ю 礁士十票  甑 孔を有す。外面黒班。外面刷毛目・ヘラ百Uり 、内面ヘラ朽Uり 。 橙(7m6/61 掲(744/3)

弥生土器 蔀 明瞭な稜と口縁端部内面力や や細 くなる。摩滉 掲(7 aR4/61

第31図 土器溜 り出土遺物 (S:1/4)
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需 器 種
を去     量  (ul)

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎 土
口径 歴 器高 外 内

】 弥十十器  壼 144 (53) 頚都鼻面刷王日後にナス 内面ナデ・指蝋 灰黄掲(1045/2) 鈍黄褐(101R5/3) 石英、長石、角閃石

2 (60) 口縁部ほぼ直立 し、端部は角ばる。内外面ヨコナえ 鈍い掲(751R5/4)

3 日縁端部は上下に肥大し、浅い凹線を有す。ヨヨナデ。 鈍萄橙 (1観陶 8) 石英、長石、角F/m石

4 (94) 外面に3条の沈線。内外面とも軌 灰白(5Y8/1) 石英、長石、細礫

5 殊炸十器 底部 (59) 外面ヘラミガキ・ヘラナデ、内面ヘラナデ。 嘲   (10YR5/4) 螂   (101R5/3)

6 (71) 平底ぅクト面ヘラ削り痕、内面軸 鈍黄橙(10YR6/4) と石

7 土器 高杯 (76) 日縁端部は肥大。内外面ヘラミガキ。円盤娘 鈍い褐 (7545/4) 鈍い褐 (7 RR6/4) 石英、長石、微～細砂

8 (62) 円盤充娯。内外面とも軌 明褐(7 5hR5/6) 栓(751R6/6) 石英、長石、角閃石

9 し、ヨコナデ。内面ヘラ削り・ナデ。Tし 1個残存。 蝉  (1殿■ζ)

Ю 円筒形。外面に浅い沈線 8条。内面ヘラ削り。

11 土器  蓋 (19) 内外面とも摩焼 鈍黄橙 (10WR7/3) 褐灰 (10YR5/1)

紡 器 種 現在長 (cl, 最大幅 (cm) 景刃軍(cm) 重さ( 材 質 特 徴

石  鏃 11 サヌカイト 凹魂 左側逆刺を欠損。両面から調盗

打製石蔵丁 5 砂 岩 潮 観を次橿^刃部は 1面から調整。狭 りは両面から調毯

1工区包含層出土遺物 (1)(S:1/4.1/2)第32図
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め
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マ

器 器 種
厭 融(cl〕

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土

口径 底 外 内

14 徳 器   霊 回転ナデ。内面ナデ。宝珠の直径は2髄鴎 灰白(N7/ )

須恵器  杯 回転ナデ。体部下靖はナデ。底面は回転r、ラ切 り。 灰 (5Y5/1) 嚇

須恵器  菱 外面回転ナデ後にヘラナデk内面回転ナデ。底面ナデ。 灰 (腑/ 灰白lN8/)

17 前   皿 灰白(N7/) 継

磁 器  碗
―
台を除き、黒褐色 (5WR2/2)の 釉がかかる。 町争ヴトP島 (2 5VR3/4)

19 ζの断面は方協 全面に釉がかかる。 灰責 (25Y7/2) 黒褐 (1倒貶ん )

郷 外面に淡青色の網目文。 青灰

(22) 高台外面、体部外面に吾色の染付け。畳付は無釉。 青白

22 磁 器  重
`内

面と外面一部に灰白色(10YR7/1)の 釉力粉 かる。 鈍い燈(5YR7/4)

23 土師暫十器盤絡 360 (26) 口縁部ヨヨナデ。体部外面指押さえ・ヘラナデ。 黒褐 (10hR3/1) 鈍黄橙 (1倒踊湾) 翻

И □縁部ヨヨナデ。伝部外面ナデ 指岬 さえ、内向ヘラナデ。 裡灰 (10YR4/1) 褐灰 (10YR5/1)

25 内耳に引距勇L口縁部ヨコナデ。体部外面ナデ。煤付着 塁褐 (101R3/1) 天(10HR4/1)

第33図  1工区包含層出土遺物 (2)(S i1/4)
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2 2工 区

2工区は本遺跡の中央の調査区であり, 4工区と西接する。南北方向の全長は約12m,東西幅

は約10mである。現有用水路が南北方向にあるため,調査区の北端ではその幅が狭 くなってい

る。調査区北端における南北軸座標値はX〓 -145.560,東 西軸座標値はY=-51.240で ある。

南端の南北軸座標値はX=-145。 480,東西軸座標値はY=-51.230で ある。

土層の堆積は,現水田耕作土直下に近世の条里型水田の灰黄色シル ト質極細砂が薄く堆積 し

ているのみである。

遺構の分布は調査区域全域に見られるが,その密度は希薄である。遺構は,土坑・濤・柱穴

であり,近世に属すると考えられる。

1)近 世

l 土坑

S K02 (第35図 )

調査区中央やや南寄りにおいて単独で検出された土坑である。

確認面のレベルは標高10.555mで ある。平面形は不整な隅九三角形を呈し,長軸1.10m,短

軸1.00mを 測る。確認面からの深さは10cmであり,底面は平坦である。掘り込みは緩やかである。

出土遺物 遺物は数点の磁器片のみであり,図化できるものはなかった。

S K03(第 35図 )

調査区中央やや南寄 りに検出された土坑であり,S K02の 北側に位置する。

確認面のレベルは標高10。 550mである。平面形は不整円形を呈 し,直径0.65mを測る。深さ

は8 clllで ある。底面は平坦である。埋土は白灰色シル ト質極細砂である。

出土遺物 遺物は出上しなかった。

S K04(第 36図 )

調査区北端において検出された土坑であり,東側は現有水路にかかっている。

確認面のレベルは標高10。 600mである。平面形は検出部分がわずかなため不明であるが,方

A10,800m B

第35図  S K02・ 03 平 。断面図 (S:

lm

1/40)

SK02
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形を呈すると思われる。

深さは15clllで ,掘 り込み

は緩やかである。

出土遺物 遺物は数点

の磁器片のみである。

S K05 (第 37・ 38図 )

調査区中央の東側で検

出された上坑である。

確認面のレベルは標高

10,600mで ある。平面は

楕円形を呈 し,短軸は1.

18mを測る。深さは8mで

ある。

出土遺物 遺物は染付

皿 (1)と 数点の磁器片

のみである。

S K06 (第 37図 )

調査区中央の東側にお

いて検出された。

確認面のレベルは標高

10。 600mである。平面形

・規模は不明である。深

さは10cmで ある。

遺物はなかつた。

2濤
S D06 (第 39図 )

調査区北端において検

出された濤である。

確認面のレベルは標高

10,500mで ある。検出で

きた全長は1.40m,幅 は

1.30mを 測る。深さは15

cmである。海の方向はN-70° 一Eで ある。

出土遺物 数点の磁器片,染付皿である。

第36図  S K04 平・断面図 (S:1/40)

A10.800m

0       1m

第37図  S K05・ 06 平・断面図 (S:1/40)

A10,800m

0         10cm

SK05

謗 器 種
法  量 (cml

形 態・手 法 の 待 徴
色 調

胎   土
口径 1底 器高 外 内

災 付  皿 M8 淡青竜色 縫

第38図  S K05出土遺物 (S:1/4)
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S D07 (第40図 )

調査区中央より北側で検出された溝である。

確認面のレベルは標高 10。 450m前後である。

灘の方向はN-10° 一Eであり,検出できた

全長は34.00m,幅 は0.40～ 1.10mを 測る。

深さは 5 clllで ある。海は北端において西方向

に分岐 し,そ の南側には拡張 した所がある。

出土遺物 遺物は磁器片・染付皿のみであり,

第39図  S D06 断面図 (S:1/40)

図化できるものはなかった。

A10.800m B

1灰黄色シルト質細砂+砂瞬

(2.5Y6/2)

0       1m

S D08 (第40図 )

調査区中央より北側に検出された溝である。

確認面のレベルは標高10。 450m前後である。海の方向はN-10° 一Eである。検出できた全

長は29。 20m,幅 0.30～0.80m,深 さ 5 clllを 測る。遺物はなかった。

S D09 (第40図 )

S D08の東側で検出

された溝であり,確認

面のレベルは標高10.4

50m前後である。全長

|ま ll.00m, 幅0。 20m, 第40図  S D07～ 09 断面図 (S:1/40)
深さ 2 clllを 測る。遺物は出土 しなかつた。

S D10 (第41・ 42図 )

調査区中央やや南寄 りにおいて検出された溝である。

確認面のレベルは標高10.350m前後である。濤の方向はE-8° ―Sである。全長は8.80m,

幅7.00mを 測る。深さは0。 40mである。埋土は 8層 に分層することができ,人為的に埋められ

1灰自色ンル ト質細砂      5灰 色組砂

は 引71韓、粗砂を含む)    (ア .5V6/4 4層 をブロックに含む)

2にぶい黄樫色ンル ト質組砂    6黄 灰色ンル ト質7Eb

(10VR7/3 Feを含む)      (5Y5/1 7層 をプロックに含む)

3灰黄褐色シル ト質組砂      7黒 褐色シル ト質極細砂

(lM6/2 Foを 含む)      (10YVy2 褐灰色ンル ト質)

4褐灰色ンル ト質組砂       8灰 褐色ンル ト質組砂

17.586/17層 をプロックに含む)(7.m6/2)

o      2m

(S:1/80)

ヤ

A10,800m

SD07
Ｂ
一　剛

たと考えられる。

出土遺物 遺物は瀬戸碗 (1),肥前碗 (2),そ の他の

磁器片・染付皿が出土した。 ＼ヒ==佳三式/″ 1

1 にぶい褐色シル ト質祖砂

(7.5YR6/3)

0       1m

υ 2

0         10cm

第41図  S D10 断面図

器 器 種
法  重

形 態・手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
口径 雌 器高 外 内

l 瀬 戸  碗 (1_0 4mい高台で、畳付は無諭L見込みに 〔白 精選

2 肥 前  碗 鬱_1)

第42図  S D10出土遺物 (S:1/4)
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SD■  (第 43～ 48図 )

調査区南側に単独で検出された

濤である。

確認面のレベルは標高10.500m

前後である。溝の方向はE-0°
一Sである。検出できた濤の全長

は9.80m,幅 は1.50mを測る。確

認面からの深さは約0.5mで ある。

掘り込みはやや急傾斜で,断面U
字形を呈する。底面のレベルは東

A10.800m

オリープ灰色ンルト質細砂 (56Y6/1)

明オリーブ灰色粗～中砂 (2.56Y7/1)

第43図  S Dll 断面図

0       1m
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0          10cm

|

⇔

Cm

需 器 種
法  量 (ul)

形 態・手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
口径 蛭 器 外 内

ユ 瀬 戸  碗 100 直線的な体乱 内外面に青色の草文。釉は透切。 (地)自色 縦

内弯気際。外面に青色の亀甲文染付。釉は透明。

3 122 外面に青色の草文、内面に直線の染付。釉は透明。

4 外面に青色の草文、直線。内面に直線の染付。釉は透明。

5 外面に青色の草文、内面に直線の染付。釉は透明。

見込みに紺色とこげ秦色の染付。低い高台。釉は自色。 ltl黄灰(25Y6/1)

天日茶碗 141) 厚い器肉。荊は灰色。 (10Y6/1) (地 )灰白(10Y7/1)

染 付  皿 Ю 8 三角形の高台。見込みに縁色の染付。釉は透明。 (り 白色

9 陶 器  蓋 日縁部外面ヨヨナデ。天丼部外面未調整お内面ナデ。 10HR7/1) 微～細砂若干

低い器高。外面に透明な釉がかかる。 飩い橙(7m7/4) 縫

磁 器  鉢 240 (371 (地)灰白(75Y8/1)

器 種 現在長 (cml 最歩前三(cm) 編と大彊言 (cla) 重さ( 材 質 特 徴

12 丸  瓦 出面ヘラナデk凹面布 日。

を石する。凸面ヘラナス 凹向布日。

軒 丸 瓦 既

石  鏃 サヌカイト 凹基式。右側逆刺を欠損。両側縁は両面から臨

第44図  S Dll出土遺物 (1)(S:1/2.1/4)
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国 サ

▼ 9

17

0          10cm

番号 器 種 形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
日径 外 内

16 瀬 戸 刀Ⅷ 0 内面に育色の草花文。 (地〕自灰 (2m8/1) 継

直線的な体部。こげ茶色の染付。 灰白(2a8/1)

18 (鋤灰自(N8/)
磁器   皿 蛇の日高台は無紬。

拗 確器   鉄 (地)灰日 (lq8/ (釉 )明緑灰 (5G7/1)

土印質土器倍熔 590 口縁部ヨヨナデ。体部外面指押え、内面ヘラナデ。スス。 倣  (10HR4/1) 微～細砂

22 開 0 口縁部ヨコナデ。体部外面指押え、内面ヘラナデ。スス付着。 顔辞諄弓(lllYR5/2) 掲灰(10VR5/1) 脚

閉 420 □縁郎ヨヨナデ^休銘外面指押え、内面ヘラナデ^スス付着.

2 上端は内側に肥厚 し、よく雄t,ている。 取貯 6) 鈍呵橙(nR7/4)

鼎 種 現れ星 (dl) 看層とラkぎ1冨 ((In) 】層とラKJ[ヨ (cal) 重さ( 材  暫 特 徴

25 丸  瓦 (Ю O) 五縁付近のみ残存。凸面ヘラナデk凹面布目。

26 道 具 瓦 l 凸面ヘラナデk凹面布目。

第45図  S Dll出土遺物 (2)(S:1/4)
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第46図  S Dll出土遺物(3)(S:1/4)

-46-



(第 46図 )

拷 器 種 現在長 (ca) 最対  (cml 最チ韻訳cm) 重さ(g) 材 質 特 徴

27 杭 3X39 瑞部は4方向から明瞭に加工される。枝打ち。

(417) 先端部は3方向から明瞭に加工される。枝打ち。

29 (397) 先端部は 6方向から明際に加工 される。枝打ち。

釣 (320) ヒ端部は3方向から明瞭に加工される。枝打ち。

…

  Ⅲ     
・

   螂

一

回

―

f  ] 37□
３４

0          1 0cm

L   I

需 器 種 現在長(cml 最大幅 (al) 最大厚(al) 重さ(g) 材 質 時 徴

価 板 (23 4) 板目。片端に桜の樹皮を残存。側面に本釘 2、 痕跡 ユ

板 日^今面面取 り。表面の一部がやや凹む。

33 10～ 17 柾目。

34 力正エイオ (熟 Oj 136) 17 柾目。孔を残存。

丸水。両端を切断する。

36 灰 吹 竹 両端を切断し、節を底部にTllmす る。

37 力LEI 149) 123) 板 日ぃ

38

第47図  S Dll出土遺物 (4)(S:1/2.1/4)

方向へ緩やかに低 くなっている。埋土は上層のオリーブ灰色シルト質細砂と下層の明オリーブ

灰色粗～中砂であるが,下層が大部分を占めており,一気に埋没したと考えられる。

出土遺物 遺物は埋土中ないし底面より多量の土器や木製品が出土した。第44図の 1～ 15は

濤の上部から出上した遺物であり,第 45図の16～ 26は下部から出土した遺物である。第47・ 48

図31～ 40の木製品は埋土中出上である。

上部の遺物は,瀬戸染付碗 (1～ 5),肥前染付碗 (6),天目茶碗 (7),染付皿 (8),

陶器蓋 (9・ 10),同鉢 (■),丸瓦 (12・ 13),軒丸瓦 (14),石鏃 (15)である。下部の

遺物は,瀬戸染付小皿 (16),同天目茶碗 (17),同碗 (18),磁器皿 (19),同 鉢 (20),

上師質土器焙烙 (21～ 23),同焼台 (24),丸瓦 (25),道具瓦 (26)で ある。

木製品は,杭 (27～ 30),加工板 (31～ 33。 37・ 38),加工材 (34,35),灰吹 (36),櫛

(39),種子 (40)である。

1～ 5は 直線的な体部で内外面に染付が施されている。 6は見込みに染付が施されている。

8の見込にわずかな染付が見られる。14は 巴瓦である。

16は 見込に草花文の染付,18は外面に染付が施されている。19は 蛇の日高台である。20は 薄

い器厚である。21～ 23は外面に指押えが施され,煤が多量に付着する。24は 完形の焼台である。

27～ 30は 先端部を明瞭に加工した抗であり,枝抜いも施されている。加工は3～ 6方向から
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惣
39 ③O  m

器 器 種 現在長 (cml 最典幅(al) 胡 享(cl) 重さ(g) 材 質 特 徴

釣 禰 1∝ 揺 を赤3誌

40 種

第48図  S Dll出土遺物(5)(S:1/2)

行われている。31は左端に桜の樹皮を残存し,右端は焼かれている。側面に目釘穴が 3個あり,

2個は木釘を残存する。32・ 33は前面を面取りした板材である。35は 両端を切断する。36は竹

の灰吹である。内側の節を欠損するが,節 を底部にしていたと考えられる。39は約半分を残存

する櫛である。

2)2工 区包含層出土遺物

実測できた遺物は瀬戸皿 (1),

丸瓦 (2)の みである。

麻型m/=2
需 器 種

平去     遷巨 (cm)
形 態・手 法 の 特 徴

色     調
胎   上

口径 酪 器高 外 内

1 瀬 戸   皿 輸花。高台の断面は三角形。内外面に青灰色の染付。
`地

】灰白(25Y3/1) 縦

需 器 種 現在長(cal 最大幅 (cml 最大厚(m) 重さ(g) 材 質 特 徴

2 九  瓦 (67) (58) 凸面ヘラナデk凹面布目。

第49図  2工区包含層出土遺物 (S:1/4)

3. 3・ 4三E区

3工区は本遺跡の中央より南側に位置する調査区であり, 4工区は中央より北側に位置する

調査区であり, 2工区と現有用水路を袂んで東接する。 3・ 4工区は別の調査区であり,調査

年次も異なっており,本来は別々に記述すべきであるが, 4工区において検出された遺構が 3

工区のS D16と 関連する遺構であるため両工区をまとめて報告する。ただし,4工区の遺構配

置図は39～ 40ページの第34図 に掲載する。

3工区の南北の全長は約122m,東西幅は13mで ある。調査区の東側は蓮池の堤防に規制され

ており,中央部がやや狭 くなるが,北側では約17mま で広がる。調査区南端の南北軸座標値は

X=-145。 360,東西軸座標値はY=-51.220で ある。北端の南北軸座標値はX=-145。 480,東

西軸座標値はY=-51.240で ある。

土層の堆積状態はほぼ水平堆積をなすが,地盤が南から北に向かって緩やかに低 くなってい

るので北側の土層堆積は厚 くなっている。中央部での上層堆積は6層 に分層できる。最上層は

現水田耕作上であり,以下は条里型水田面が4面検出され,地山直上に細砂を多量に含む灰黄

色シル ト質極細砂が堆積 している。条里型水田は土壌層と非土壌層に細分される。
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第50図 3工区遺構配置図 (S:1/400)
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遺構の分布は全域に見られ,そ の時期は中世～近世に比定される。中世の遺構としては,北
端の S D16と 南側の S D17である。近世の遺構 としては,掘立柱建物跡・住居跡・礎石のある

建物跡・石列・溝・土坑・導水管が全域に検出された。

4工区の南北方向の全長は約71m,東西幅は約 5mであり,北端のみ幅が広 くなっている。

調査区南端の南北軸座標値はX=-145。 480,東西軸座標値はY=-51.240で ある。北端の南北軸

座標値はX=-145,550,東西軸座標値はY=-51.250である。

現地表から1.00～ 1.60mの 深さまで花筒上の盛土があり,地盤までの約60cm間 は非常に細か

く複雑な土層堆積を呈 している。土層は23層 に分層されており,人為的に埋められたと考えら

れる。

遺構の分布は北側を除いた部分に見られ,その時期は中世～近世に比定される。中世の遺構

は3工区から続 くS D16と 濤・土坑・性格不明の落ち込みであり,その中で S D16は 調査区の

大部分を占めている。近世の遺構は 2工区のSD■ とほぼ同方向に延びるS D14である。

1) 中世～近世

1堀
S D16 (第 51～ 60図 )

3工区の北側と4工区全域において検出された溝であり,調査の結果,溝の底面近 くに 1・

2段積みの石垣が検出されたので,本報告書では堀として報告する。

確認面のレベルは, 3工区で標高10.70～ 10.80mで ある。 4工区南端での確認面のレベルは

標高9。 30m,中央では標高9.25m,北端では標高9。 80mである。 3工区では調査区北端から南

に約24m離れた所で,東西方向に延びる堀跡が検出され,調査区東側において堀跡はほぼ直角

に曲がり北方向に延びている。 4工区では, 3工区で検出された堀跡の延長線上に石垣と裏込

が検出された。東西方向の堀跡はE-8° ―Sであり,南北方向の堀跡はN-8° 一Eである。

3工区の堀跡の規模は,堀上場の幅が3.70～4.00m,底 面の幅が1.90mを 測る。確認面からの

深さは1.60mである。南北方向の堀跡は調査区外にかかっているため西側の掘 り込みのみの検

出である。調査区東壁に崩落の危険性が生 じたため,堀 の底面まで完掘することはできなくて

石垣の上面を確認できた段階で調査を中止 した。 4工区では堀跡上面は確認できなくて,石垣

と裏込の石を検出した。その方向は3工区と同様にN-9° 一Eを示 している。

All1000m B

11

12

13

第51図  S D16 断面図 (S:1/40)

1 黒褐色シル ト質細砂

(7.5Ⅷ3/1 」ヽ石、粗砂を含む)

2 黒色シル ト質種細砂+掲灰色シル ト質極細砂

(7.5Ya2/1+5YR6/1 上層に Foがあり、

黒色土をプロックに含む)

3 灰黄色ンル ト質細砂+組砂 (2.5Y7/2)

4 黒色シル ト質極細砂 (7.51T12/1 灰責色

糧砂を含む)

3層 と同じ

2層 と同じ

黒褐色ンル ト質極細砂 (10YR2/3

黒色シル ト質極細砂をブロックに含む)

' 7層 とほぼ同じ

黄灰色シル ト質極細砂 (2.5Y5/1)

白灰色粗～中砂 (1 0YR7/1)

灰色シル ト質細砂 (5Y6/1 中砂を多量に含む)

8層 と:よ ば同じ

灰色組砂 (5Y6/1 4ヽ 石を含む)

灰オリーブ色糧砂 (5Y6/2 ラミナ状堆積)

５

６

７

　

７

８

９

‐０
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3工区の東西方向の堀跡には,底面近くに石垣が検出され,その遺存状態は良好であった。

石垣は堀跡底面に沿って築かれており,東端は調査区外に延びているため不明であるが,検出

できた堀内側の南東コーナーから推測すれば,検出した南側の石垣の東端付近が外側の南東コ

ーナーであると考えられる。北側の石垣と南側の石垣の間に,直交する方向の仕切り石垣が 2

ケ所検出された。西側の仕切り石垣を仕切り①,東側の仕切り石垣を仕切り②と仮称する。

北側の石垣は調査区西端から長さ13.10mに わたつて検出され,部分的に跡切れている。石垣

の築石は長辺0。 20～ 0。 80mを 測る自然面を保つて丸味の強い野面石である。西端から仕切り1

までの石垣は 1段積みであり,石垣上面のレベルは標高10.00mで ある。石材の厚さは15～ 20cm

である。仕切 り①と②の中間より西側は3段積みであり,石垣上面のレベルは標高9。 90m,下

面では9.35mで ある。最下位の石材は長辺0.60～ 0,80mを 測り,上位の石材と比較して大きな

石が使用されている。間詰石は 5～ 15clnの 小石である。仕切り①と②の中間より東側は,部分

的に2段 となつているが,大部分は 1段積みである。石垣上面のレベルは標高9.40～ 9.80mで

あり,東側になるにしたがい低 くなっている。下面のレベルは標高9.20～ 9.35mである。石材

の長辺は0。 35～ 0.70mを測り,数個の小さな石があるが大部分は大きな石材が使用されている。

南側の石垣は長さ15。 20mに わたつて検出され,部分的に跡切れる所がある。調査区西端から

仕切り①までは 1段積みであり,石垣上面のレベルは標高9.95mである。石材の長辺は0。 30m

未満であり,小 さな石材である。仕切り①と②の間は一部崩れているが,3段積みである。石

垣上面のレベルは標高9,90～ 10.00mで あり,下面のレベルは標高9.50mである。石材の長辺は

0。 20～ 0.70mを測り,最下位の石材は比較的大きい。間詰石は7～ 20cmを 測る円礫である。仕

切り②より東側は 1段ないし2段積みであり,石垣上面のレベルは標高9,40～ 9。 90で あり,東

側になるにしたがい徐々に低 くなっている。石垣下面のレベルは標高9。 25～ 9。 35mである。最

下位の石材は長辺0,25～ 0.70mを測り,その大部分は大きな石が使用されている。間詰石はあ

まり見られないが,小 さな礫である。

仕切り①は 1段積みであり,石垣上面のレベルは標高9.70m,下 面は標高9。 42mである。石

材は長辺0.50m前後の石 5個 ,0.25mの石 2個 を数える。石垣は東側に面を持つように築かれ

ている。

仕切り②は仕切 り①より1.80m東側に検出され, 1段ないし2段積みである。2段積みの上

面のレベルは標高9.88m, 1段積みは標高9.70mである。下面のレベルは標高9,30mである。

石材は長辺0,30～ 0。 70mを 測る。小さな礫を間詰石とする。

堀跡の底面は仕切り石垣ごとに段階的に低くなっている。仕切り①より西側の底面のレベル

は標高9.60m前後,仕切 り①と②の底面のレベルは標高9。 35m前後,仕切り②より東側では標

局9。 20～ 9。 30mで ある。

北方向に延びる石垣は西側のみ検出された。前述したように崩落の危険が生じたため,石垣

の上面のみ検出した。石材は12個 を数え,長辺は0。 20～ 0.35mを 測る。石垣上面のレベルは標

高9,40m前後である。石垣の段積み,下面のレベルは不明である。

堀跡の土層堆積は15層 に細分され,レ ンズ状堆積を呈している。17層 の上層は,上層の 1～

7層 と下層の 8～ 15層 に大きく分けられる。すなわち,上層は黒褐色シルト質極細砂を中心と

した層であり,江戸時代前半に堆積したと考えられる。下層は黄灰色・灰色シルト質細砂,白

灰色・白色・灰オリーブ色粗～中砂であり,堀 として機能していた時から堀が廃棄された直後

に堆積したと考えられる。
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第54図  S D16(4工区)平・立面図 (S:1/40)
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第55図  S D16 出土遺物 (1)(S:1/2.1/4)
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(第 55図 )

鵜 器 種
法  量 (cml

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
日径 靡 縞 外 内

l 瀬 戸  盃 (24) 畳付を除き透明の税 淡青色の染付。 Oり 自 継

土師質土器 皿 回転ナデち底面は未鮨 麟   (10Y8/3) 嚇

唐 津  碗 内面のみ、自色の税 (り釦チ掲(51R5/3) 継

4 磁 器  碗 (34) 全醜 □縁部になるにしたがい薄くなる。 (妙灰白(5Y7/1) (釉 )と愚q(5Y8/3)

瀬 戸 (32) 醐 な体部。全面税 (動灰白(75V8/1) (釉 )

磁 器  大皿 (37) 内面のみ透明な釉が力功 るヽ。断面方形の高台。 (鋤灰白(10W/1)

7 備 前  播鉢 230 (80) 卸日は9～ 12本単位。底部外面に「専卜|の刻印。 跡   (10YR4/2) 細～粗砂

器 器 種 現在長(al) 最大幅(枷 ) 醐 享(cml 重さ(g) 材 質 特 徴

丸  瓦 (164) (122) 凸面ヘラナデk凹面布目。

(131) (101) 17 凸面ヘラナス 凹面布目の後にナえ

(125) 玉縁付近のみ残存。凸面ヘラナデ、凹面布目。

瞬 472 緑泥片岩 柱状片刃。全面ていねいに力E.

込 基 ｀
14

丞 朽

週 璽 【 :16

引

‐

一
一
一　
一

翁
Cm｀

三 正 三 L二 ≦ 立 i歩 冬 、
盟

需 器 種
法     量 (caj

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
日径 雖 器高 外 内

青 磁  花生 (77) 盤口形を呈する花生の頚議 (妙灰白(10Y7/1) 継

恩 (72) 直接的に日縁部へ到る。 (幼 灰白(25Y3/21 (釉脚  (788/1)

磁 器 仏飯器 120) 脚部畳付の幅方法 い。 (り灰自lN8/)

(38) (地)// (釉叫板 (lm8/11

141) 畳付の幅滋法 く、外面に稜を持つ。外面の範 染付。 (PLl″ 鈍▼司橙(25Y6/4)

17 備 前  憎鉢 (43) 口縁部に設を有する。卸目は全面。 橙125Y6/6)

380 (75) 口縁部に明瞭な段を有する。卸目は9本単位。 捜灰 (aR5/1) 微～細砂

(301 全面に卸目がある。外面は板ナえ 底面は未調色 赤禍 (10YR4/4) 赤褐(10R/4) 脚

158 (34) 内面にこまかい卸ロカち る。 鈍赤褐(25m4/4) 鈍赤掲(25釈ワ4) 微～細砂

推 と器 義 (53) 頚部 明瞭外面は刷毛日。胴部内面は螂 灰綿  (101R4/2) 石気 鍬 角閃石
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22 九  瓦 (881

第56図  S D16 出土遺物 (2)(S:1/4)



4工区では調査区南端と北端において石垣が検出され,調査区全域で裏込が検出された。南

端の石垣は長さ13.35mに わたつて部分的に跡切れながら検出された。石垣は最下位の 1段のみ

であり,長径0,20～ 0.40mを測る石材である。石材は自然面を保つた九みの強い野面石であり,

石垣上面のレベルは標高9.30～ 9.40mである。下面のレベルは標高9,00mである。石垣の西側

には幅0。 90mの裏込が検出された。裏込はこぶし大～0.30mの 自然角礫や円礫を空詰している。

北端の石垣は用水路のコンクリートがあるため上面のみ検出されたにすぎない。石垣は長さ

7.20mのみ検出され,北側の調査区外に廷びると思われる。石材は長辺0。 30～ 0.70mを 測り,

石垣上面のレベルは標高9.60～ 9。 90mである。石材は自然面を保つた丸みの強い野面石である。

~ 30
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＼＼`ヽ三
=三

_三
==」
と畠ど≦三ΞΞ三ラアケン40

0           1 0Cm

需 器 種
I去      量臨n)

形 態・手 法 の 時 徴
色    調

胎   土
醒 睡 縞 外 内

23 磁 器  稀 127) 口縁部は若干外反する。全面に透明釉。 (幼灰自(N8/) 縦

24 瀬 戸

25 l

% 肥 前 細 く高い高台。外面に淡青色の雨ふり文。 (幼灰白Q518/1) (勅灰白(88/1)
27 瀬 戸 体部は直線的で薄い。外面に青色の事化却判i (り灰自lN8/)

2B 肥 前  ね

29 瀬 戸 そI欝哲口 外面に談群青色の染付。

鉤 陶 器  碗 割れた断面を磨いて蔚 り昭する。 士p鈍い橙15YR6/
郷

層 リウ・05Y5

3 磁 器 灯明皿 外面は輸 (り灰白讀 fl)

32 瀬  戸 天目 体部止半は直立し、日縁部に到る。全面釉。濃 (り灰自(25Y8/1)

33 希 例が厚 い。外 国は溺ψ砲 の剰 す。 停り黄灰(25Y5/1) 士神)p/111リフ・(剛7/

34 磁 器 口縁部は内傾七外面染付。 (幼灰白(N8/)

35 土師器 体部外面下半は回転rヽラ百Jり 、底面中央は手持ちヘラ音Uり 棚

“

磁 器  皿 見込に蛇の目釉ハギ。高台・底面は胤 棚鈍▼雛 (10WR 継

37 蛇の目高台。見込に砂目即 熔着。 (P.Vlク ゥ

")♭

静リフ・95Y5

38 外面無釉。見込に砂目熔着 し、波状文。 (地)灰白 lN7/

39 (32) 地)灰自(N8/

蛇の目凹形高台。見込に紺色の染付。 OD″

(37) 蛇の目凹形高台。見込に淡紺色の染付。 (地)//

第57図 S D16 出土遺物 (3)(S:1/4)
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S D16 出土遺物 (4)(S:1/4)

需 器 種
畳 (cm)

形 態 手 法 の 特 徴
色 調

胎   土

口径 器高 外 内

42 肥  前    皿 わずかな高台。外面車花文、内面にたこ唐草鬼 (地 )灰自(N8/) 精選

48 込に明緑灰色の剰 硫

坐 120 見込みに型紙摺による染付。日唇部は金色。

外面は紺色の染付。見込は軍化文の染付。

140 外面は紺色の染付。見込は事化文の染付。口唇部はこIテ茶色。

磁 器 農 に,H常にうすし唸也蝋 口船 は離 o

48 肥 前   碗 100 (401 外面に列化文の染付。

49 (36) 内外面に癬 詭 の報 。

η 肥 前  向付 (46) 外面は紺色の山水画。日縁部は幅 (翼り″

肥 前  碗 143) 外面は紺色の草花文。見込蛇の目釉ハギ。

52 瀬 戸  猪ロ 外面は騨 の期す。 )明綴  (7開路

53 肥 前  碗 (33) 高い高台。内外面とも群青色の草花文。 灰白(N8/)

54 猟面に泌者■の吏荘士^見工に渦巻支。

55 瀬 戸 (25) 外面に紺色の網目文。 (艶け//

即明額
『

朗

56 肥 前  ´ 60 高く細い高台。外面に明緑灰色の革花文。 (地)″

57 外面に紺色の強 。見込に源韓 を梁付。

58 (39) 高く細い高台。外面に梵宇英様の梁付。

59 器   皿 見込に淡青色の染付。

60 見込に緑灰色の草花文。 (妙灰白(7制71)

瀬 戸  碗 (22) 内外面に綱日文。底面中央に染付。 (効灰自lN8/)

62 磁 器 天日 底面 高台 ,体部下位は軸 体鯛 弯。 (地 )灰 15Y6/) (納灰白(5Y7/21

63 磁 器  碗 (37) 底面と体部の境に稜を持ち、底面 高台は畑髄 (り灰白(N8/) 1抄
灰自(208/

64 (27) 灰白(75W/1)

65 磁 器   皿 (22) 庭面・高台は無荊。見込に蛇の目羅い鵠 (動 灰白(N8/)

66 磁 器 猪口 (35) 底面と体部の境に明際な稜を持ち、底面 高台は醜 り灰褐(75駅ν (釉)灰自(5Y8/2)

67 磁 器   皿 (27) 高い高台。畳付無釉。 (鋤灰白125Y8/21 (釉)淡黄12闊M

-62-
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(第59図 )

需 器 種
I去      量  (ua

形 態・手 法 の 特 徴
色    調

外 内
胎   土

日径 睡 器高

68 木 器  椀 片。内外面と

69 x口縁部を欠授。内外Elと も宰斃

紺 器 種 現倒慰 cl) 最大幅 (cll) 蝉        (Cln) 重さ(E) 材 質 籍 徴

70 加 工 木 (621 99 全面に加工痕が残る。板目。

顛 、側面を力匝 。面取り。

72 両端を切断する。板 目。

73 ミカン割り。瑞面をガL
74 加 工 板 1 45 板目。

75 加 工 木 (61 断面方形^下方に向かって細 くなる
^

76 加 工 板 18～ 10 板 目。

77 柾 目。

78 全国回収り。加工痕。柾日。

79 紅 目ぅ

80 紅目。

7 板 目。

82 加 工 木 ミカン割り。端面をカロ圧.焼いている.

器

84 4面を面取りし、加匝痕が残る。裏面を焼いている。

85 飲 据面を1方向から力回ヒ

86 1256) を残す丸ホ。靖面を切断。桜。
87 犠 靖面を1方向から明瞭

`勒
睦

88 加 工 竹 端部を 2方向から切断^力雌 ハ

ЧJ鬼
9

0          1 0cm

需 器 種
ど意 (cnJ

形 態・手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
口径 睡 舗 外 内

89 締 統 (23) 高台の一部を蹴 外面は赤彩。

箭 器 種 現在長 (cul 閾 畠(cE' 蝉       (Cmj 重さ(買 , 材 質 特 徴

90 加 工 板 236 柾目̂両端を切断する。

第60図  S D16 出土遺物 (6)(S:1/4)

石垣の西側には幅1.20mを 測る裏込が検出された。

石垣が検出されなかった調査区中央部においては,幅0,30～ 0。 80mを 測る裏込が一部跡切れ

るがほぼ全域で検出された。裏込はこぶし大～0,30mの 自然角礫 。円礫が使われている。石垣

・裏込の東側は,約 0。 25～ 0.30mの比高差をもって低 くなっている。この面は堀跡の底面近 く

であると考えられるが,調査区東壁が崩落したためこれ以上掘 り下げることができなかった。

出土遺物 堀跡からの出土遺物は, 3工区より出土 した遺物と4工区より出上 した遺物で図

版を別にした。第55図 。第59図 は 3工区の出土遺物,第 56～ 58図 。第60図 は4工区の出土遺物

である。

3工区より出土 した遺物は,瀬戸盃 (1),同碗 (5),唐津碗 (3),磁器碗 (4),同
大皿 (6),備前焼橋鉢 (7),土 師質土器小皿 (2),丸瓦 (8～ 10),磨製石斧 (11),

木器椀 (68。 69),加工木 (70～ 73・ 75。 82～ 87),加工材 (74・ 76～ 81),加工竹 (88)で

ある。 4工区より出上 した遺物は,瀬戸盃 (24・ 25。 27),同 そば猪口 (29・ 52),同天目

(32。 33),同碗 (49・ 55,61),肥前盃 (26),同瓶 (28),同皿 (38～ 46),同碗 (48・

51・ 53・ 54・ 56～ 58),同皿 (60),磁器盃 (23),同灯明皿 (31),同鉢 (34),同 皿 (36

-64-



。37,47・ 59・ 65・ 67),

同碗 (63・ 64),同 天 目

(62),同猪口 (66),同

仏飯器 (14～ 16),青磁花

生 (12),同火入 (13),

備前焼悟鉢 (17～ 20),陶

器碗 (30),土師器杯 (35),

弥生土器 (21),丸瓦 (22),

木器椀 (89),加工板 (90)

である。

2は底面未調整で,内面

に若子の高まりを有する。

3は端反り碗である。

7は全面に卸目を施し,

底部外面に「長上」の刻印

を有する。

12～ 16は 仏容器である。

17・ 19は 口縁部が拡張さ

れ,外面に 2・ 3本の四線

を有する。

23～ 27は盃であり,24・

27は草花文,26は雨ふり文

の染付がある。

35は完形の杯であり,底

面は切 り離 し後に手持ちヘ

ラ削 りを施す。

36は見込に蛇の目釉ハギ ,

37・ 381ま 砂口が溶着 し,38
は波状文の染付がある。

39～ 41は蛇の目凹形高台

である。

42～ 47は小形の皿であり,

42は たこ唐草文,44は型紙

招による染付がある。

48は 菊花文,49は草花文

の染付がある。

50は 山水画の染付。53～

58は碗であり,53・ 54・ 56

。57は草花文,55は網目文 ,

58は梵字文様。54の見込に
第61図 整地部平面図 (S:1/40)

―
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第63図 整地部集石平面図 (S:1/40)

∞
0          10cm

創
俯
識

需 器 種
法  量 (cm)

形 態 手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
日径 廊 者 器高 外 内

1 肥 前 皿 130 (31) 低い器高。見込み部の下端を除き、釉力渤 かヽる。 (地)灰自(75Y8/1) 紗b嚇
トフ恢(5G 精選

2 込み著rJlこ 淡青色の染付。蛇の目釉ハギ。 (地)白

瀬 声 140 全面に札 (地 )灰白(N8/) (釉 )ツ抹色

紡 器 種 現在長(cm) 最丈幅(cI) 最大厚  (cm) 重さ( 材 質 特 徴

4 軒 九 瓦 (径)133 15 阻

巴瓦。凸面はヘラナデ(凹面は布目の後にヘラ百Jり 。

6 丸  瓦 (252) 凸面はヘラナス 凹面は布目。

7 軒 九 瓦 15 FEm

第64図 整地部出土遺物 (1)(S:1/4)
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〈
/｀
いい``｀

Ⅲ 27

鵜 器 種
法       量   (cm)

形 態・手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
日径 罐 器高 外 内

8 木 器  枕 椀の下半の破片。内外面ともに赤彩。

9 この下半の破片.外面を絃
Ю (24) 椀の下半の破片。内面を滋

需 器 種 引在長(m) 最大幅 (cal) ―        (Cl ) 重さ(質 ) 材 質 特 徴

重  籍 表向は非常になめら力で 、片面のみ赤彩。

12 曲  物 桜の樹皮が残存。

13 02 E目 。端部を着子うすくする。

14 加 工 木 17 全面を面取 りし、 2面に加工痕力現 る。

加 工 材 16 柾目。端部を加工する。

加 工 木 2面を力回吼

加 工 材 [目6倒面を力Ll_

(02) 柾目。

19 18

釣 (61

22 165 紅 目。側面を加■する。

23 柾目。

% 柾目。 3面を面取りする。

25 柾目6

26 ミカン割 り後に面収 り。端部を切断する。

27 79 25 ミカン割り。両端を切断する。

28 ミカン割り後に面取り。両端を切断する。

第65図 整地部出土遺物 (2)(S11/4)
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29

第66図 整地部出土遺物 (3)(S:1/4)

2.性 格不明土坑

S X01 (第 67図 )

4工区中央北寄 りにおいて検出された土坑で

あり,S D16の栗石の西側に位置する。

確認面のレベルは標高9125mで ある。土坑の

西端が調査区外にかかっているため,正確な規

模は不明である。平面形は不整な楕円形を呈 し,

東西方向の長軸は2.55m以上,南北方向の短軸

は2.05mを測る。確認面からの深さは15mで あ

る。底面のレベルは,南側が若千低 くなるが ,

ほぼ平坦である。

土坑は多量の松・杉等の粗柔を充填しており,

いわゆる「敷粗柔」であると考えられる。その

機能としては, S D16の 石垣を築く際の排水施

設であると考えられる。

出土遺物 遺物はなかった。

A9.400m

３２

ハ
＝
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｖ
υ

一

‐‐日

Ｈ

り

０

一
Ｏ

Ⅲ
Ｖ

３

一

『
惨

一

∩
四

命

３

0          1ocm

替 許 種 現在長 (G4j 最大幅 (cE' 醐 阜(un) 重さ敬 , 材 質 籍 徴

29 加 工 板 (338) 99

働 端部を1方向から力正Eする。

丸本。端部を1方向から強く加匡する。

32 端部を焼いている。

33 11 11 半裁。下端は 1方向から加匝。上端は焼いた後に力回醜

34 下  駄 右犀用、

-69-
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S X02 (第68図 )

4工区の中央やや北寄りにおいて検出された土坑

であり, S X01と S X03の 中間に位置する。

確認面のレベルは,北側が標高9。 25m,南側が標

高9。 20mである。土坑の西側が調査区外にかかって

いるため,正確な平面形・規模は不明である。検出

できた平面形は隅丸長方形であり,東辺が大きく広

がっている。東西方向の長軸は2。 10m以上,南北方

向の短軸は1.80mを 測る。確認面からの深さは20clll

である。掘 り込みは緩やかで,底面は平坦である。

土坑内にはS X01と 同様に松 。杉等の粗来が多量

に充填されており,「敷粗柔」である。

出土遺物 遺物は数点の土師質土器・陶磁器だけ

であり,小片のため図化できなかつた。

S X03 (第 69図 )

4工区の中央やや北寄 りにおいて検出された土坑

であり, S X02の 南側に位置する。         第68図

0       1m

S X02 平・断面図 (S:1/40)

A9,400m

確認面のレベルは標高9.30mである。土坑の西側

が調査区外にかかつているため,正確な平面形・規模は不明である。検出できた平面形は不整

な隅丸長方形であり,東西方向の長軸は2.80m以 上,南北方向の短軸は1.90mを 測る。確認面

からの深さは40cШである。底面は平坦である。南東隅の掘 り込みはわずかな段を有する。

土坑内にはS X01・ 02と 同様に松・杉等の粗来が多量に充填されていた。

出土遺物 遺物は数点の陶磁器片のみであり,図化できるものはなかつた。

A9.400m

第69図  S X03平・断面図 (S:1/40)
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3 住居跡

S HOl (第 70図 )

3工区の中央やや南側に検出された住居跡であり, S D17を切つている。

確認面のレベルは標高H.00mで ある。平面形は北辺の短い台形を呈し,南辺の長さは5.00m,

北辺は4.10mを測る。南北方向は3.60mで ある。掘り込みは非常に浅く1～ 4 cmで ある。床面

は軟弱であり,ほぼ平坦である。柱穴は北西隅と南壁寄りの2個検出され,P-1の 深さは14

cm,P-2の深さは6 cmで ある。埋土は褐灰色シルト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物は数点の上師質土器・磁器片のみであり,図化できなかった。

S H01～ 04に 関しては,住居跡の根拠に乏しいが,方形のプラン‐柱穴の存在から本報告書

では住居跡として報告する。

掲灰色ンルト質極細砂

(10YR71)

第70図  S H01平・断面図 (S11/40)

-7ユ ー



S H02 (第 71・ 72図 )

3工区の中央やや南側に単独で検出された住居跡であり,S H01の西側に位置する。

確認面のレベルは標高ll,05m前後である。平面形は南辺の短い台形を呈し,南辺の長さは約

2.50m,北辺は約3.40m,南北方向の短辺は2.80mを 測る。掘 り込みは非常に浅く2～ 6 cmで

ある。床面は軟弱であり,ほ ぼ平坦である。柱穴は5個検出され,深さはP― lが 5 cm,P一

2が16cm,P-3が 3 cm,P-4が 2 cm,P-5が 2 clllで ある。埋土は灰黄色シル ト質極細砂

の単一層である。柱穴の埋土は灰黄色シル ト質極細砂であり,自灰色シル ト質極細砂を若千含

む層と炭化材粒子を含む層に分かれる。

出土遺物 遺物は唐津灰釉皿 (1),数点の磁器片である。 1は折縁皿である。

灰黄色ンル ト質極細砂

(2.5Y6/2)

灰黄色ンル ト質極細砂

(2.5Y6/2 白灰色シル ト質極細砂を若干含む)

灰黄色シル ト質極細砂

(2.5Y6/2 炭化材粒子を若干含む)

0       1m

第71図  S H02平・断面図 (S:1/40)

1

第72図  S H02出土遺物 (S:1/4)

器 器 種
量   (cI)

形 態・手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
口径 降 外 内

1 唐 津 皿 日縁部はわずかな稜を持ち外反し、口唇部は直立。廟 (幼 灰自(5W/1) 勧)灰
オリープ(斑 継

-72-



S H03 (第 73・ 74図 )

3工区の中央やや南側に単独で検出された住居跡であり,S H02の南側に位置する。

確認面のレベルは標高■,05m前後である。平面形は隅九長方形を呈し,その規模は南北方向

の長辺が3.78m,東西方向の短辺が3.30mを測る。掘 り込みは非常に浅く2～ 5 cmで ある。

灰黄色シル ト質極細砂

(2.5Y6/2)

第73図  S H03 平・断面図 (S:1/40)

＼  | 7 ▼ 妻 4

Cm

需 器 種
法     量  (cl,

形 態 手 法 の 特 徴
色    調

胎   土
日径 聴 綿 外 内

1 肥 前 皿 142 若干内弯する。戻袖。 (り灰白(IB/) (潮 明オリーフ灰
(試W7/1)

縦

2 唐 津 皿 (165) 体部下半は軸 (PLl灰白●副71) (勅 卿B● 5YR4/

の
継

3 肥 前 皿 蛇の日高台。見込に蛇の目釉ハギも淡紺色の染付。 (動灰自(N8/) (rlal明 オリーブ灰
(Ⅸ双7/1)

精選

4 備前焼 播鉢 344 口縁部に段を有し、卸目は全面に施される。 捜

"〔

(aR4/1) 裡

"〔

(51R5/1) 働

第74図  S H03出土遺物 (S:1/4)
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床面は軟弱であり,ほぼ平坦である。柱穴は検出されなかった。埋土は灰黄色ンルト質極細砂。

出土遺物 遺物は肥前灰釉皿 (1),唐津灰釉皿 (2),肥前染付皿 (3),備前焼播鉢

(4),磁器片である。 2は折縁皿, 3は 蛇の日高台で,見込に蛇の目釉ハギがある。4は口

縁部外面を上下に拡張し,凹線が 2本みられる。内面の卸目は細かい。

S H04 (第 75。 76図 )

3工区の中央やや南

側に単独で検出された

住居跡である。

確認面のレベルは標

高11.05m前 後である。

平面形は方形を呈 し,

規模は一辺2.20mを 測

る。確認面からの深さ

は 1～ 5 clnで ある。床

面は軟弱であり,東側

に若干低 くなる。P一

1・ 2の深さは 2 cm,

P-3は 4 cm,P-4
は 6 clxlで ある。埋土は

褐灰色シル ト質細砂の

単一層である。

出土遺物 遺物は天

目茶碗 (1),磁器片 ,

染付片である。

∩
|

Ｅ
ｏ
ｏ
寸
．
Ｆ

，
Ｏ

All.400m B

掲灰色シルト質細砂

(10YR5/1)

第75図  S H04 平・ (S刊 /40)

0       1m

器 り1

0          10cm

播 器 種
法  量 (cml

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土

日径 離 外 内

l 磁 器 天日 外面に浅い艤 うぐいす色・極暗掲色の税 (鋤 灰自125Y8/1) 腿

第76図  S H04 出土遺物 (S:1/4)

4 掘立柱建物跡

S B01 (第 77図 )

3工区の南端で検出された東西棟の1× 1間の掘立柱建物跡である。北西隅の柱穴を欠く。

確認面のレベルは標高11.10m前後である。柱間は桁行2.60m,梁行2.05mを 測る。主軸方向

はE-14° 一Sである。柱穴の平面形は円形で,直径0,40mを 測る。P-1・ 3の深さは18cm,

P-2は 6 cmで ある。埋土は褐灰色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物は数点の上師質土器片 。磁器片のみである。

断面図
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第77図  S B01 平・断面図 (S:1/40)

S B02 (第 78図 )

3工区の中央部においてS D20。 21,23と 重複して検出された掘立柱建物跡であり,切 り合

い関係は不明である。

確認面のレベルは標高10.80m前後である。P-1～ 10の 10個 の柱穴をほぼ等間隔で楕円形に

配する。柱穴の平面形は不整な円形を呈する。P-1は直径17clll,深さ17clll,P~2は直径40

ull,深 さ6 cm,P-3は 直径22× 16cm,深 さ10clll,P-4は 直径37× 30cm,深 さ9 cm,P-5
は直径46× 40clll,深 さHclll,P-6は 直径25× 20cm,深 さ6 clll,P~7は直径40× 24cm,深さ

12clll,P~8は直径26× 17cm,深さ18cm,P-9は 直径24clll,深 さ13clll,P~10は直径20clll,

深さ 5 cIIlである。埋土は褐灰色ンルト質細砂である。

出土遺物 遺物は数点の上師質土器片・磁器片のみである。

5 土坑

S K07 (第 79図 )

4工区の中央北側において検出された土坑で,S D16の裏込を切つている。

確認面のレベルは標高9。 20mである。平面形は円形を呈し,直径0.86cm,深さ0.62clllを 測る。

底面は片寄つている。掘 り込みは急傾斜である。遺物は出上しなかつた。
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第78図  S B02 平・断面図 (S:1/40)

S K08 (第 79。 80図 )

4工区南端において検出された土坑である。

確認面のレベルは標高9。 30mである。平面形は円形を呈 し,直径0.84mを測る。確認面から

の深さは0,30mであり,掘 り込みは急傾斜である。底面は平坦でやや南側に片寄つている。土

坑の東側にはS D16の 石垣がある。埋土は褐灰色シル ト質極細砂の単一層である。
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出土遺物 遺物は,肥前灰釉碗

(1),磁器湯飲み碗 (2),上
師質土器焙烙 (3)である。

とは内湾する体部で,外面に草

花文の染付がある。 2は外面に稜

をもち直立する。外面に青海波の

染付がある。

3は外面指押え,内面ヘラナデ

・ハケメの後にナデを施しており,

口縁部は内外面ともヨコナデであ

る。体部外面に煤が多量に付着 し

ている。 第79図  S K07・ 08 平・断面図 (S:1/40)

□珂1彗~朝
2

0          1 0cm

需 器 種
法  量(cml

形 態・手 法 の 特 徴
色    調

胎   土
略 購 縞 外 内

l 肥 前 碗 14_2) 外面に紺色の草花文。 (Ptbl灰 白lN8/) 禦~t10Crs/ 縛

2 鴎 め 123) 外面に群青色の青海波の染付。 (幼灰自Q ttyl) 継

8 土師質土器焙烙 332 13.2)
展悸苧勇Fナ

え 体謗輛叫押 え。内面ヘラナス ハケメの 黒褐12H/1) 責灰t25Y4/1) 隊引細砂

第80図  S K08 出土遺物 (S:1/4)

S K09 (第 81図 )

3工区南端に検出された土坑であり,確認面の標高は11,10mである。平面形は不整円形を呈

し,直径0。 92cll,深 さ5 clnを 測る。底面は平坦である。埋土は灰責色シルト質極細砂である。

S K10 (第 82図 )

3工区南側に検出された土坑である。確認面のレベルは標高ll.10mである。平面形は楕円形

を呈し,長軸0.56m,短軸0。 24mを 測り,深さは4 clnである。掘り込みはゆるやかである。

All.300m

灰黄色シルト質極細砂

(2.5Y7/2)

A

▲塁300m A9,400m

第81図  S K09 平・断面図 (S:1/40)
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第82図  S K10 平 。断面図 (S:1/20)



S Kll (第 83図 )

3工区中央やや南寄りにおいて検出された

土坑であり, S H04の東側に位置する。

確認面のレベルは標高ll.00mで ある。平面

形は不整な楕円形を呈する。東西方向の長軸

は1.00m,南北の短軸は0。 46mを測り,東半

分は細 くなっている。確認面からの深さは0.

24mである。掘り込みは急傾斜である。底面

は南側に若干低 くなっている。埋土は灰黄色

シルト質細砂と灰色シルト質極細砂の 2層 で

ある。

出土遺物 数点の磁器片が出土したのみで

あり,図化できるものはなかった。

All.100m Ｂ
一

A

Alll100m
1 灰黄色シル ト質瓢砂

(2.5Y7/2 Feを含む)

2 灰色シル ト質極細砂

15Y6/1)

m

S K12 (第 84図 )
第83図  S Kll 平 。断面図 (S:1/20)

3工区中央やや南寄りにおいて検出された土坑であり, S K10の 東側に位置する。

確認面のレベルは標高11.00mで ある。平面形は不整精円形を呈し,東西方向の長軸は1.16m,

短軸0.60mを測る。深さは10clllである。底面は平坦である。埋土は灰黄色シル ト質細砂の単一

層である。遺物は出上しなかつた。

S K13 (第 85図 )

3工区北側において単独で検出された土坑であり,S K14の北側に位置する。

確認面のレベルは標高11.00mで ある。平面形は中央部の括れるピーナツ形を呈する。南北方

向の長軸は1.45m,短軸は0.77mを測る。深さは8 cmで あり,底面は平坦である。埋土は灰黄

色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 数点の磁器片のみであり,図化できるものはなかった。

SK14

灰黄色ンル ト質細砂

(2.5Y7/2 組細を含む)

B

lm

SK1 3

All.200rn

0

第35図  S K13・ 14 平・断面図 (S:1/40)第84図  S K12 平 。断面図 (S:1/40)

-78-



S K14 (第 85図 )

3工区北側に検出された土坑で, S K13の 南側にある。

確認面のレベルは標高■.00mである。平面形は不整な円

形を呈 し,直径は0.80mを測る。深さは12cmである。底面

は平坦である。埋土は灰黄色シル ト質細砂の単一層である。

遺物は出土 しなかった。

S K15 (第86図 )

3工区北端において検出された土坑であり,東側はSD
16に切 られている。

確認面のレベルは標高10,70mで ある。平面形は不整な円

形を呈 し,直径は1.10mを 測る。深さは 5 clllであり,掘 り

込みは非常になだらかである。遺物は出土 しなかった。

A10,800m B

第86図 S K15 平・断面図
(S:1/40)

S K16 (第 87・ 88図 )

3工区中央において単独で検出された土坑である。

確認面のレベルは標高 10。 80mで ある。平面形は不整な円形を呈 し,長軸は1.50m,短軸は1.

25mを測る。確認面からの深さは0。 64mで ある。掘 り込みは急傾斜であり,西側には三日月状

のテラスを有する。底面は平坦であり,直径0.75× 0.85mを測る環状の落ち込みが東側に片寄

った位置で確認される。深さは 2 cmである。

確認面から約0.20m下 がつた所で集石が検出された (第 1面 )。 さらに約0。 10m下において

集石が検出された (第 2面 )。 集石にはほぼ完形の瓦器茶金 (第 88図 1・ 2)や木製品が共伴

していた。底面直上には竹の範の破片が残存 していた。

出土遺物 遺物は土師質土器茶釜 (1・ 2),木製椀 (3・ 4),加工竹 (5),加工材

(6。 7),底板 (8・ 9),土 師質土器片・陶磁器片がある。

A10,900m

0       1m

第87図 S K16 平 。断面図 (S:1/40)

第 1面 第 2面
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1は鍔を上位に付け,外面には指押え,内面には細かいハケメが施されている。鍔以上に煤

が付着する。 2は鍔を中位に付け,以下はハケメを施す。口縁部は長く内傾している。

3・ 4は外面に黒漆,内面に赤漆を塗っている。

5は先端を尖らしている。 6は ×印の線刻を有する。

0           10cm

６

ｎ

Ｈ

＝

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

＝

＝

＝

Ｈ

Ｈ

＝

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｕ

一

日

日

同

――

‐――

団

日

‐――

劇

凶

一

―
需 器 種

法  量 (tll)
形 態・手 法 の 特 徴

色    調
胎   土

日径 醸 内

1 口縁部ヨヨナえ 体郡外面指押え、内面ハケメ。スス。 暗灰 (13/1 灰自(2例7/1) 微 ～ 絆

160 168 鍔以上はヘラナス 以下はハケメ。内面指押え ミガキ。 Y4/1) 灰 (5Y6/1) 肋

本 器 椀 日緑部は大きく広がるぅ外面は説 ぶ内面は赤彩。

4 厚い底部と外面は艶 、内面は羅

睾 種 現在長 (側 ) 遍と大,冨 (cln) fFと ,ヽ3催ユ (cH) 重さ(a 材 質 籍 徴

加 工 竹 竹を割 り、先端部を力区

加 工 板 359
7 (343) 板目。孔 1個残存。

庭  板 1ま t漸説猛柾目。

160 板目。

第88図  S K16 出土遺物 (S:1/4)
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S K17 (第 89図 )

3工区中央において検出された上坑であり, S D21の西端と接する。西側は調査区外である。

確認面のレベルは標高10。 90mである。平面形は円形を呈すと考えられ,検出された径は1.20

m,深さ0。 30mを 測る。掘 り込みは非常になだらかであり,底面は凹凸である。掘 り込み面に

10個の石を並べている。出土遺物は数点の磁器片・染付片のみである。

All.000m

灰オリープ色ンル ト質極細砂

(5Y5/2 灰白色中砂を含む)

灰色シル ト質樫細砂

(5Y5/1 グライ1ヒ )

Cm

第89図  S K17 平・断面図 (S:1/20)

S K18 (第 90。 91図 )

3工区北側において検出された土坑であり,

S K13・ 14, S D25。 26の西側に位置する。

確認面のレベルは標高10.92mである。本遺

構の西側は調査区外にかかっており,平面形

・規模は不明である。検出できた範囲の平面

形は不整な円形で,径は3.25mを測る。確認

面からの深さは約0.20mで あり,掘 り込みは

ゆるやかである。

埋土上面に0.50× 0.50m以上の石 3個 を並

べ,その周囲には多量の小石を配 している。

集石のレベルはほぼ均―である。

土坑の南側には浅い濤が 1本 ,北側には 2

本の溝が延びている。濤の埋土中には多量の

石が見られる。

出土遺物 遺物は加工竹 (1),加工材

(2～ 7),磁器片・染付片であり,土器は

小片のため図化できるものはなかった。

1は節部分を加工 している。 2～ 7は板状

に加工している。

-81-

第90図  S K18 平面図 (S:1/40)
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・
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１

6濤
S D12 (第 92図 )

4工区中央やや南寄 りにおいて検出さ

れた濤であり,確認面のレベルは標高9.

00mである。滞の方向はE-10° 一N,

長さ1.50mのみ検出する。幅は2.60mで

ある。遺物は数点の磁器片のみである。

0       1m

第92図  S D12 断面図 (S:1/40)

第93図  S D13

0       1m

断面図 (S:1/40)

0

Cm

A9.100m

S D13 (第 93図 )

4工区中央やや南寄 りで検出された濤であり,確認

面の標高は9.20m前後である,濤の方向はE-10° 一 S

である。幅は0。 55m,深 さは0。 25mである。

S D14 (第 94図 )

4工区南側で検出された濤であり,確認面の標高は

9.20mで ある。幅は3.50m,深 さは0,30mで ある。遺

物はなかつた。本遺構はSD■ と同一と考えられる。

lm

需 器 種 現在長(cml 軸        (cml 碑        (cml 重さ(g) 材 質 特 徴

I 加 工 竹 (Ю l) 10× 17 節部分を焼いて厨 る。

2 加 工 板 柾日。摯 形を呈す。

(215) (1_81 柾目。

(129) 柾目。一部I勒噸 を残す。

5 (131) (25) 柾日。上端を加工し、やや薄くなる。

6 柾目。

7 (Ю 5)

第91図  S K18出土遺物 (S:1/4)

A9.300m  _B

▲ュ300m

第94図  S D14 断面図 (S:1/40)
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S D15

4工区南側で検出された溝であり,確認面の標高は9,33mである。幅は1.20m,深 さは10cm

を測る。遺物は出上しなかった。

S D17 (第 95。 96図 )

3工区南側で検出された濤であり,S H01・ S D18と 重複している。確認面のレベルは標高

ll,00m前後である。南側は部分的に跡切れるが,直線的に南北方向に廷び,S H01の 北側で

All,200m B      Cll.200m

黄灰色ンル ト質極細砂 (2.5Y4/1 Feを含む)

褐灰色ンル ト質細砂 (7.引M/1)
1層と同一だが、Feを多量に含む

D

第95図  S D17 断面図 (S:1/20)

東へ直角に出がる。濤の方向はN-10° 一Eである。幅は0。 40～ 1.00m,

深さは 5～ 30clnを 測る。底面のレベルは南から北に徐々に低 くなつている。

S H01と の重複部分は一部深 くなっている。埋土は 3層である。

出土遺物 遺物は土師質土器小皿 (1),土師器杯 (2)である。

0          50cm

-1

2

m

需 器 種
量   (cal)

形 態 。手 法 の を 徴
色 調

胎   土

陥 底径 l器高 外 内

1 土師質■blⅧ 4.61 1_2 回転ナデ七底面は回磁本ラ切り。若干上J抑転 灰白(10LT3/2) 微翻

2 土 師 器 杯 106 66 1 2_95 回転ナデ。外国に明環な凹rL。 灰白(2例71) 灰白(2.5Y3/21 翻

第96図 S D17出土遺物 (S:1/4)

S D18 (第 97図 )

3工区南側において検出された濤である。S D17と 重複する。確認面の標高は10。 95m前後で

ある。溝の方向はN-37° 一Eである。幅は0,30～0.45m,深さは 6 claで ある。底面のレベル

は北東に向かってゆるやかに低 くなっている。遺物は出土しなかつた。

All.200m  二 Cll.200m  D

黒褐色シル ト質極細砂

(1配/2)

第97図  S D18 断面図 (S:1/20)
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S D19 (第 98図 )

3工区中央やや南寄りにおいて検出された濤であり,S H01東側に位置する。

確認面のレベルは標高ll.00mで ある。海の方向はE-5° 一Nである。検出できた全長は4.

40mで東方の調査区外に延びる。幅は1.25m,深 さは0.44mを 測る。底面のレベルは西端方向

に若干低 くなっている。遺物は出土しなかった。

A10.700m B

にぶい褐色ンル ト質細砂

(7.5YR6/3 Feを 若干含む)

灰掲色シル ト質極細砂

(7.5Ⅷ6/2 粗砂を若千含む)

現水田耕作土

にぷい橙色シル ト質細砂

(5YR6/3 So i l)
黄褐色ンル ト質極細砂

(10Ⅷ3/6 Soil)

第98図  S D19 断面図 (S:1/20)

S D20 (第 99・ 100図 )

3工区中央において検出された溝であり, S B02・ S D21,23と 重複する。

確認面のレベルは標高10.80mで ある。濤の方向はE-2° 一Sである。検出できた全長は8,

35m,幅 は0。 34～ 0。 70mを 測 り,西端が幅広 くなっている。確認面からの深さは10clnである。

底面のレベルはほぼ平坦である。埋土中に集石が検出される。

出土遺物 遺物は土師質土器羽釜 (1・ 2),陶磁器片である。   _

A10.900m B       C 10.900m    B

第99図  S D20 断面図 (S:1/20)

卜 2

0           1 ocm

第100図  S D20出土遺物 (S:1/4)

１
　
　
２
　
　
Ｉ

Ⅱ
　
　
Ⅲ

Cm

需 器 種
量  (cl)

形 態・手 法 の 時 徴
調色

胎   土
日経 底径 I 器高 外 内

1 瓦 器 睦 |(57) 鍔付近のみ残存。外面指押え、内面細かいハケメ。 F飯(19/) 灰(N4/) 徹～細砂

|(21) 鍔のみ残存。外面ヨコナス 内面指押え後にハケメ。 鈍い黄褐 (101R5/3)
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SD21

All,ooOm      B

S D21 (第 101・ 102図 )

3工区中央において検出された濤であり, S B02・ S D23・ S K17と 重複する。

確認面のレベルは標高10.80mで ある。濤はS K17か ら約 2m北流し,直角に曲がつて東流す

る。東流する溝の方向はE-0° 一Sである。東端は試掘 トレンチにより消滅している。幅は

0。 20～ 0.60mを 測り,西端になるにしたがって幅は広 くなっている。底面のレベルは東方にゆ

るやかに低くなっている。

出土遺物 遺物は磁器皿 ( 1),数点の磁器片のみである。

SD22

Cll,000m   D Alo,9oom

S D21・ 22 断面図 (S:1/20)

0下¬
『

rT司一―一―」遅Fm

S D22 (第 101・ 103図 )

3工区中央において単独で検出された濤であり,S D27の北側に位置する。

確認面のレベルは標高10。 80mで ある。検出できた全長は0.90mである。幅は0,80m,深さは

15clnを 測る。底面のレベルは東方にゆるやかに低 くなっている。

出土遺跡 遺物は土師質土器小皿 (1),陶磁器片である。
― -21
0           10cm

o           50cm

需 器 種
法  量(cml

形 態・手 法 の 特 徴
色 調

胎   土
日径 I底径 外 内

I 磁 器  皿 醜 (PLl灰白lN8/)
(概
脚  (188/ 経

第102図  S D21出土遺物 (S:1/4)

器 器 種
I芸      量  (dコ )

形 態・手 法 の 持 徴
色 調

胎   土
日径 離 絡 外 内

I 土師質土器 皿 回転ナえ 底面は回転ヘラHllり 。内外面にスス・油付着。 ネ鬱
"フ

〔(40M/1)

第103図  S D22出土遺物 (S:1/4)

S D23 (第 104図 )

3工区中央において検出された溝で,S B02
・S D20。 21と 重複する。

確認面の標高は10。 83m前後である。溝の方向

はN-15° 一Eである。検出できた全長は11,4

0m,幅は0。 10～ 0。 35m,深さは4 cmを測る。底

面は北方に若干下がる。遺物はなかった。

A10,900m     B C10,900m  D

-85-

第104図  S D23 断面図 (S:1/20)



S D24 (第 105図 )

3工区北側で検出された。確認面の標高は

10.85m前後。方向はN-0° 一Eである。幅

は0。 10～ 0.50mで ,深さ5～ 15cmである。

S D25 (第 106図 )

3工区北側で検出された。確認面の標高は

10,90m。 方向はN-13° 一E。 幅は0.20～ 0。

第106図  S D25・ 26

All,000rn B Cll,000m D

: 1/20)

掲灰色ンル ト質細砂

(7.5YR6/4 Feを 若干含む)

灰白色シル ト質極細砂

(10Y4R7/1)

第107図 S D27 平・断面図 (S:1/100)

Cm

第105図  S D24 断面図 (S:1/20)

40m,深さは2～ 7 cmを測る。北端に径0.64× 0,80mの土坑状落ち込みを有する。

S D26 (第 106図 )

3工区北側で検出された。確認面の標高は10,90mである。方向はN-14° 一Eである。幅は

0.20～0.50m,深さは 4 clnを 測る。北端に0,80× 0。 90mの土坑状落ち込みを有する。

SD25

All.100m    _連 Alll100m    _B

Cm

断面図 (S
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S D27 (第 107・ 108図 )

3工区中央で検出された濤で,確認面のレベルは標高10.80～ ■.00mで ある。溝の方向はE

― O° ―Sである。幅は5,80mで あり,底面に3条 の濤状落ち込みがある。最深部は約0.30m

であり,溝の北半分は浅 く平坦である。濤底面のレベルは東方にゆるやかに低 くなつている。

出土遺物 遺物は灰釉皿 (1),備前焼悟鉢 (2),土 師質土器焙烙 (3),瓦器羽釜 (4

～6),丸瓦 (7),平瓦 (8),加工材 (9),釘 (10),煙管 (11)で ある。
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0          1 0cm

③

ｌ ｌ

ｌ
④

o          5cm

番号 器 種
法  量 (cnl

形 態 手 法 の 特 徴
色     調

胎   土
日径 題監登 器高 外 内

1 磁 器 皿 (22) 畳付無釉。見込に蛇の目釉ハギ。尻袖。 (地 )灰自(lllY7/1) 蒻戦明オリフ`灰(5GY 精選

2 備前焼 柄鉢 日縁部を上下に拡張し、外面に凹縄 ■本単位の卸目。 赤(10R5//6) 微～細砂

3 上師質土器焙烙 336 日縁部ヨコナデ。体部外面ヘラナス 内面ハケメ。 黒褐 (1鋭昭 /1) 掲灰 (10WR4/1) 婢

4 瓦 器 羽釜 鍔のみ残存。夕1面ヨコナデ、内面ハケメ 灰 (N4/) 灰自(M/)

やや幅の広い鍔。外面ヨコナデk内面ハケメ。スス付着。 灰 (10Y5/1) 苦灰鬱 5Y6/11

外面上半ナデ、下半指押え。内面ハケメ。スス付着。 灰 (14/) 翻天Q引ワ 1)

番号 器 檀 現在長(cm) 最大幅 (枷 ) 最刃呈(cm) 茎さ( 材 質 特 徴

7 丸  瓦 凸面ヘラナデ、凹題,布 目。

平  瓦 14 ヘラナデ。

加 工 材 (144) (21) 先端部を焼く

鉄 断面方形。

11 煙  管 10 005 銅 卒肱

第108図  S D27出 土遺物 (S:1/4)
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7 建物

S B03 (第 109図 )

3工区北側で検出された建物であり, S B04・ S D16と 重複する。切 り合い関係は S B04に

切られ, S D16を切っている。しかし,調査時にS D16を 先行 して調査 したため,本遺跡の南

端は消滅 してしまった。

確認面のレベルは標高10.80mで ある。本遺構は0。 30 X O.40m以 上の比較的大きな石と0.20

第109図  S B03 平・断面図 (S:1/40)
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m未満の小石を長方形に配した建物の基礎である。規模は南北方向の長辺が6.50m以 上,東西

方向の短辺が3.50mを 測る。西側の集石は0.50mの 幅をもって並べられているが,東側は集石

の並びは乱れている。北側の中央部には幅0.80mに測る長方形に拡張 している部分があり,こ

れは出入口の基礎であると考えられる。本遺構の中央には東西方向に幅1.50mを 測る集石があ

り,そ の北側と南側には空白となっている。

この建物は,その平面形・規模から北側に出入口を持つ土蔵であると考えられる。

出土遺物 遺物は数点の磁器片・染付片・瓦片が出土 したが,全て小片であり,図化できる

ものはなかった。

S B04 (第 110図 )

3工区北側で検出された東西棟の掘立柱建物跡であり,S B03。 S D16と 重複 している。切

餞
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第110図  S B04 平・断面図 (S:1/80)
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り合い関係から見て本遺構が他の遺構を切っており,本遺構が最も新 しい。

確認面のレベルは標高10,80～ 10。 90mである。柱穴は 7個検出され,南東隅柱を欠いている。

主軸方向はE-9° 一Sを 示す。桁行は 3間 で9,00m,梁行は 1間で3.30mを 測る。北列側柱

のP-2・ 3は北側にずれている。柱穴の掘 り込みはわずかであり,底面には多数の小石を配

し根石としている。P-1の 中央部には0.30× 0.40mの根石がある。P-1～ 4の平面形は方

形を呈 し,0.80× 1.10mの規模である。P-5～ 7は 円形で直径0.60～ 0.80mで ある。

出土遺物 遺物は数点の磁器片・染付片のみであり,全て小片で図化できるものはなかつた。

S B05 (第 111～ 116図 )

3工区北側において検出された石列であり, S D16の埋没後に築かれた遺構である。

確認面のレベルは本遺構の南端で10.8m,北端で10.70mで あり,地形の傾斜と同様に北方向

へ徐々に低 くなっている。石列は東側に若千湾曲しながら南北方向に延びており,南端と北端

は後世の削平によつて消滅 している。検出することのできた全長は19.60mを測り,最 も遺存状

態の良い中央部での幅は1.10mで ある。石列の方向はN-10° 一Eで ある。

石列の構造は,長辺0.30～ 0。 50mを 測る石を両側に並べ築石とし,その間に3～ 2 0cmの 小

石を充填 している。築石は自然面を保つて丸みの強い野面石で,外側に面を付けている。南端

から北へ11.30mま での石列は部分的に跡切れている部分 もあるが,比較的に遺存状態が良く,

前述 したように若千東側に湾曲している。築石は東側・西側ともに20個 を数え, 1段 のみであ

り,その高さは10～ 15cmで ある。石列の中央より北側に関しては,築石が検出されなかつたが ,

南側 とほぼ同じ幅で間詰石が部分的に跡切れるが帯状に検出された。これにより北側にも築石

が本来存在 していたと考えられる。間詰石の上面のレベルは築石の上面と同じである。南端の

築石上面のレベルは標高 10。 96mで あり,本遺構中央では標高 10。 90mで あり,ほ とんど高低差

が見られない。しかし,本遺構北端の間詰石の上面レベルは標高10,60mで あり,約 0。 30mの比

高差をもって低 くなつている。

石列の東側 と西側には,多量の丸瓦 。平瓦が散乱 している。特に,石列の西側中央部に集中

して出土 した。瓦の出土 したレベルは標高10,90m前後であり,築石上面のレベルと同じ高さで

ある。

本遺構は,外側に面をそろえた築石と多量の瓦の存在から,瓦 を葺いた塀である可能性が考

えられる。

出土遺物 遺物は土師器杯 (1),九瓦 (2～ 10),平瓦 (11・ 12),軒平瓦 (13～ 15)が

ある。これらは石列の西側 。東側から出土したものであり,築石や間詰石の中から出土したの

は,数点の染付皿片,磁器片のみであり図化できるものはなかつた。

0          10cm

番 号 器 種
量  (cl )

形 態 手 法 の 特 徴
色 調

胎   上

日そ登 底径 1 器高 外 内

l 土 師 器 杯 M2 98130 回転ナデ。底面は回転糸切り後に静止ヘラナデ。 灰白(25Y8/21 微～細砂

第111図  S B05出土遺物 (1)(S:1/4)
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第113図  S B05出土遺物 (2)(S:1/4)
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(第 H3図 )

器 器 種 現在長(cml 1房ヒノく‖嘱 (cal 最大厚 (al) 重さ(g) 材 質 特 徴

2 九  瓦 233 説 、凸面ヘラナデk凹面布目。

3 (194) 凸面ヘラナデk凹面布目。

4 (1161

/17
0          1 ocm

需 器 種 現在長(cml 最大幅(ca) 瑯        (cnl 重さ(g) 材 質 特 徴

5 九  瓦 (Ю 51 凸面ヘラナデ【凹面布目。

(7D 17 ク      ″  。7しを第 。

第114図  S B05出土遺物 (3)(S:1/4)

1は完形の杯であり,出土地点は石列南端から北へ約 7m行つた所の西側である。出上のレ

ベルは標高10。 93mである。体部は直線的に広がり,底部内面にわずかな高まりを有する。底面

は回転糸切りの後に静止ヘラナデを施している。

2～ 15は 「いぶし」がかけられた黒色で焼成堅緻な瓦であり, 2～ 10は九瓦・11～ 17は平瓦

である。 2は ほぼ完形の九瓦であり,全長23.3cm,幅 12.Ocmを 測る。凸面にはヘラナデが施さ

れ,凹面には粗い布目の圧痕が見られ,粘土紐の痕跡を認める。 3～ 6は玉縁付近であり,凸

面にヘラナデ,凹面に粗い布目が見られる。 7～ 10は 丸瓦部であり,凸面にヘラナデ,凹面に

布目が見られ,粘土紐の痕跡が残るものもある。 7は 中央に孔を有する。11・ 12は平瓦であり,

11の 凸面には縄目の圧痕が残る。平瓦の大きさは全長24cm,幅 22.5cmである。13～ 15は軒平瓦

の瓦当部であり,その幅は22.9cmで ある。瓦当の文様は簡略化された均整唐草文である。
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10

第115図  S B05出 土遺物 (4)(S:1/4)

-95-

0          1 ocm



(第 H5図 )

器 器 種 現在長(cml 最チ前訳cm) 最刃享(cm) 重さ(g) 材 質 特 徴

北  瓦 (1681 凸面ヘラナデk凹面布目。

(堕 6)

Ｎ
Ｎ
隠
Ｎ
Ｎ
Ｎ
趨

――

一

朗魂堤
■
一・一一■
ヽ
一・，ｉ

二厖多笏笏多笏

0           1 0cm

需 器 種 現在長(cl) 最大幅 (cll) 最大厚 (cml 重さ(g) 材 質 特 徴

11 平  瓦 %3 (99) 凸面に縄目嵐

凸面ヘラナデ

軒 平 瓦 瓦当部のみ残存。唐草文。

14

15 (81) 14 凹面はヘラナデ。瓦当吉Ыよ唐革文。

第116図  S B05出 土遺物(5)(S:1/4)

8 導水管

S D28(第 117。 118図 )

3工区北端において検出された遺構であり,濤内に瓦質土管を並べている。

確認面のレベルは標高10。 75～ 10,80mで ある。滞の方向はN-30° 一Wであり,南端は後世

の削平により消滅している。北側は調査区外に廷びている。検出できた濤の全長は13.00m幅 は

0.35～ 0.50mを 測る。深さは 5 cmで ある。濤底面に砲弾形の土管が部分的に跡切れているが41

個並べている。土管は瓦質であり,器肉が厚い。土管の長さは26～ 28cm,胴部の直径は12～ 13

clnを 測る。先端部は稜をもち急に細 くなっており,先端の直径は8 cmで ある。基部は胴部と同

じ直径であるが,内側に稜をもち器厚が薄くなる。土管は先端を南側に向け,先端部の稜まで

を前の土管の基部に差し込んでいる。接合部分には漆喰がわずかに残存している所がある。溝

の底面のレベルは平坦であるが,土管の先端部が南側に向いていることより水は北から南へ流

れていたと考えられる。
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第117図  S D28 平面図 (S:1/60)
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第118図  S D28出土遺物 (S:1/4)



(第 118図 )

誘 器 種 現在長(cml 最大幅(ca) 嶺昌rメく狸夏 (cal 重さ(g) 材 質 特 徴

1 導 水 管 271 133 砲醐眺 外面ヘラナデヽ内面布目。

努 3

281

4 270

5 %9 132

2) 3工 区包含層出土遺物  (第 119図 )

3工区の包含層からの出土遺物は,国産灰釉皿 (1),唐津灰釉碗 (2),焼石 (3・ 4)

寛永通宝 (5・ 6)を図化するが,その他にも陶磁器片・土師質土器片がある。

1は蛇の日高台で,見込に4個の砂目がある。 2は薄い器厚で,細 く高い高台をもつ。

3・ 4は表面が焼けている。

5・ 6は わずかに直径の異なる寛永通宝である。

4

0 1 0cm

饒 6 o         5cm

需 器 種
1離 (ctal

形 態・手 法 の 特 徴
色    翻

胎   土
日径 外 内

l 磁 器 皿 蛇の日高台。見込に砂目。底面・高台は輸 (り級 (7 aR4/
1)

(勅財リツ・0踊
/1)

継

唐 津 碗 04) 体部下端・高台・底面は軸 (り鈍い黄橙(101R
7/3)

① 魔リザ 0.5Y6
/1)

縛

器 器 種 現倒臥cml 弼とラえgl目  (c41 瑯        (cnl 重さ(g) 材 質 特 徴

石 瞬 焼けている。

4 (141) (1201

5 難

6

第119図  3工区包含層出土遺物 (S:1/2,1/4)
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第 4章 お t〔i

キモンドー遣跡では, 2次にわたる発掘調査によって弥生時代中期～現代に至るまでの多く

の遺構が全域において検出された。その中で最も遺構が多く中心となる時代は,中世末～近世

である。

1工区では弥生時代中期後半～後期の自然旧河道と後期の濤 。出水状遺構,近世の上坑・切

石組みの井戸等が検出された。弥生時代の自然旧河道は南北方向に流れる旧河道の西岸のみの

検出であるが,埋土中及び河床より多量の上器が出上した。滞と出水状遺構は関連する遺構で

ある。S E02と S D05は一連の遺構であり,S E02の湧水をS D05が南方に流す構造である。

2工区では近世と比定される南北 。東西方向の溝・土坑が検出された。調査区南側で検出さ

れたS Dllは 4工区のS D14と 同一の濤であり,以前に西接する水田の中にあつたと言われる

古井戸と何らかの関連があると考えられる。

3・ 4工区は,本遺跡で最も遺構数が多く,本遺跡を最も特徴づけている。検出された遺構

は,中世末の溝・堀跡・土坑・集石・性格不明土坑と近世の掘立柱建物・土坑・海・住居跡・

石列・蔵跡・導水管である。

S B02は円形に配列する柱穴のみであり,試掘調査において弥生時代後期の壺が近くで出土

しており,弥生時代の竪穴住居跡である可能性も考えられるが,柱穴内からの遺物の出土がな

く,埋土は近世のものと同様であるため,近世の掘立柱建物と報告する。

本遺跡の最も大きな成果は堀跡であるS D16の検出である。S D16は 4工区全域と3工区北

側で検出され,南北方向と東西方向に延びる堀跡である。検出された堀上場の幅が3,70～ 4.00

m,下場の幅が約1.90mを 測り,確認面からの深さは1.60mである。堀の両側には一段ないし

二段積みの石垣が残存している。石材は野面石であり,基盤の石垣と南東コーナー内側の要石

は大きな石が使用されている。東西方向の堀には間仕切りの石垣が2ケ 所ある。4工区では南

端・北端のみ石垣が検出されるが,全域に裏込が検出されており,本来石垣が存在していたと

考えられる。逆 L字形の平面形を呈する堀跡に囲まれた部分では,海・集石・道路状遺構・

「敷粗柔」が検出され,堀 を築造する際の工事過程が確認された。 3工区で検出されたS D16

の南東コーナーは,2・ 4工区北側の現有用水路および「キモンドさん」と呼ばれる北東隅に

ある三つの祠から南へ約110mの距離を測り,方 1町の敷地をもつ方形館と言われる「佐藤城」

の南東隅にあたると考えられる。「佐藤城」は,天正10年 (1582)8月 5日 の上佐軍との戦いで

討ち死にした香西氏の武将・佐藤孫七郎の居城であり,調査以前より「キモンドさん」と呼ば

れる祠,古井戸の存在,北・西側に巡る幅2m前後の現有用水路,「御殿角」という呼び名等

を根拠にして,こ の付近が佐藤城であろうと考えられてきたが1),今回の発掘調査によって佐

藤城の存在が明確にされたことは特筆すべきことである。

江戸時代になると堀は完全に埋め立てられ,瓦を葺いた石列 (S B05)。 根石を持つ掘立柱

建物跡 (S B04)・ 蔵跡と思われる建物 (S B03)。 導水管 (S D28)が建てられていた。こ

れらの遺構は,こ の付近にあったと言われる大田村の大庄屋寺島氏の屋敷と何らかの関連があ

ると考えられる。

1次調査を実施してから既に6年,2次調査から既に4年以上がすぎてやっと報告書が刊行

されることとなった。日々の調査に追われ,調査員の記憶も薄れかけ,報告書として充実 した

ぬ
ツ
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内容を保つているか不安であるが,今回の発掘調査によつて,中世城郭のひとつである「佐藤

城」を確認したことと江戸時代の建物を検出したことは,当地域の歴史を研究する上で貴重な

資料となるであろう。

註1)秋山忠「古城跡を訪ねて」昭和57年 高松市産史民俗協会・高松市文化財保護協会  ‐
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